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曹
洞
宗
『
布
薩
講
式
』
の
変
遷
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
― 

貞
享
本
の
紹
介
を
中
心
と
し
て 

―

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
員　
　

尾
﨑
　
正
善

　
　

一
、
は
じ
め
に

　

布
薩
と
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
と
も
と
斎
日
に
法
を
説
く
儀
式
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
新
月
と
満
月
の
月
に
二
回
、
修
行
僧
が
集

ま
っ
て
戒
条
を
読
み
上
げ
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
過
ち
を
犯
さ
な
か
っ
た
か
確
認
す
る
も
の
へ
と
な
っ
た
。
中
国
・
日
本
に
お
い
て
は
、
梵

網
戒
等
の
大
乗
戒
を
中
心
と
し
て
儀
礼
が
行
わ
れ
、
後
世
で
は
祈
祷
的
要
素
が
深
ま
り
、
曹
洞
宗
で
は
独
自
の
回
向
文
が
付
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　

因
み
に
、
活
字
化
さ
れ
た
布
薩
儀
礼
関
係
の
資
料
を
列
記
す
る
と
、
道
宣
撰
『
四
分
律
行
事
鈔
』
上
四｢

説
戒
正
儀
篇
十｣

（
『
大
正

蔵
』
第
四
〇
巻
、
頁
三
四
中
段
）
、
明
曠
刪
補
『
天
台
菩
薩
戒
疏
』
巻
下
〔
唐
大
暦
一
二
年
〕
（
『
大
正
蔵
』
第
四
〇
巻
、
頁
五
九
七
上

段
）
が
あ
る
。

　

曹
洞
宗
に
お
け
る
現
行
の
布
薩
は
、
こ
の
道
宣
・
明
曠
の
「
布
薩
式
」
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
お
い
て
は
、
活
字
化
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
良
忍
撰
『
略
布
薩
次
第
』
（
五
本
）
（
『
良
忍
上
人
の

研
究
』
融
通
念
仏
宗
教
学
研
究
所
・
昭
和
五
六
年
）
、
慈
円
真
筆
・
曼
殊
院
蔵
本
『
布
薩
次
第
』
（
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
七

号･

昭
和
五
六
年
）
、
法
然
撰
『
浄
土
布
薩
式
』
（
『
法
然
上
人
全
集
』
明
治
三
九
年
）
〔
真
偽
未
詳
〕
、
慈
雲
尊
者
撰
『
広
布
薩
式
』

（
『
慈
雲
尊
者
全
集
』
巻
六
）
、
『
布
薩
法
則
』
（
『
浄
土
宗
法
要
儀
式
大
鑑
』
昭
和
八
年
）
等
、
多
く
の
布
薩
式
が
伝
え
ら
れ
て
お
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り
、
さ
ら
に
、
各
宗
派
・
各
寺
院
の
写
本
を
加
え
る
と
各
時
代
・
各
宗
毎
に
多
様
な
布
薩
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
布
薩
の
特
徴
に
付
い
て
、
曹
洞
宗
で
は
ど
の
よ
う
な
形
態
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
い
る
の
か
、
初
期
の
段
階
か
ら
の

変
化
に
関
連
し
て
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
１
）。

　

そ
の
際
に
は
、
中
国
禅
宗
及
び
日
本
臨
済
宗
で
行
わ
れ
て
い
た
布
薩
、
そ
し
て
『
瑩
山
清
規
』
に
記
さ
れ
る
布
薩
と
面
山
瑞
方

（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
が
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
編
集
・
開
板
し
た
『
洞
上
大
布
薩
法
』
（
『
続
曹
全
』
「
清
規
・
講
式
」
）

を
比
較
検
討
し
た
。

　

今
回
、
面
山
編
集
本
以
前
の
布
薩
を
記
し
た
、
貞
享
本
『
曹
洞
四
講
式
』
の
写
本
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
以
前
取
り
上
げ
な
か
っ
た
『
大
布
薩
式
』
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
刊
本
が
、
面
山
以
前
の
古
い
系
統
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
諸
本
を
比
較
す
る
た
め
改
め
て
資
料
を
提
示
し
、
そ
の
特
徴
と
変
遷
過
程
を
論
じ
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

二
、
曹
洞
宗
関
係
布
薩
一
覧

　

現
在
、
一
般
に
目
に
す
る
こ
と
の
出
来
る
布
薩
は
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
が
昭
和
四
一
年
に
刊
行
し
た
折
本
と
、
『
続
曹
全
』
「
清
規
・
講

式
」
に
掲
載
さ
れ
た
面
山
瑞
方
撰
の
二
本
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
瑩
山
清
規
』
を
始
め
と
し
て
、
幾
つ
か
の
宗
門
布
薩
儀
礼
が
確
認
で
き
る
。
貞
享
三
年
の
写
本
は
、

今
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
『
曹
洞
四
講
式
』
中
の
「
布
薩
式
」
で
あ
る
。

　

次
に
、
先
の
論
文
と
も
一
部
重
複
す
る
が
、
曹
洞
宗
関
係
布
薩
一
覧
を
示
す
。

〔
曹
洞
宗
布
薩
資
料
〕

　
　

①
梵
清
本
系
『
瑩
山
清
規
』
―　

愚
休
本
・
麟
広
本
・
光
椿
本

　
　

②
『
正
法
清
規
』
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
写
本
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③
月
舟
本
『
瑩
山
清
規
』
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
刊
本 

（
月
舟
本
と
略
す
）

　
　

④
流
布
本
『
瑩
山
清
規
』
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
刊
本  

（
流
布
本
と
略
す
）

　
　

⑤
貞
享
本
『
曹
洞
四
講
式
』
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
写
本
（
貞
享
本
と
略
す
）

　
　

⑥
龍
泰
寺
蔵
『
菩
薩
戒
布
薩
式
』
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
写
本
（
龍
泰
寺
本
と
略
す
）
駒
図H

292W
/50

　
　

⑦
『
大
布
薩
式
』
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
刊
本
（
明
和
本
と
略
す
）
駒
図H

292/64-5

　
　

⑧
面
山
撰
『
洞
上
大
布
薩
法
』
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
刊
本
（
面
山
本
と
略
す
）
『
続
曹
全
』
「
清
規
・
講
式
」

　
　

⑨
『
菩
薩
戒
大
布
薩
式
』
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
宗
務
庁
刊
（
宗
務
庁
本
と
略
す
）

　
　

三
、
各
本
の
書
誌

　

次
に
各
本
の
簡
単
な
書
誌
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

①
梵
清
本
系
『
瑩
山
清
規
』
―　

愚
休
本
・
麟
広
本
・
光
椿
本

　

こ
の
三
本
は
、
共
に
梵
清
本
系
と
呼
ば
れ
る
太
容
梵
清
（
？
～
一
四
二
七
）
の
改
編
後
の
諸
本
で
、
大
乗
寺
蔵
の
愚
休
書
写
本
は
文

明
八
年
（
一
四
七
六
）
書
写
、
永
光
寺
蔵
の
麟
広
書
写
本
は
明
応
十
年
（
一
五
〇
一
）
書
写
、
永
光
寺
蔵
の
光
椿
書
写
本
は
文
亀
三
年

（
一
五
〇
三
）
書
写
で
あ
る
。

　

詳
細
な
書
誌
と
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
（
２
）、

布
薩
の
内
容
に
関
し
て
は
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

②
『
正
法
清
規
』

　

こ
の
本
は
、
岩
手
正
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
の
書
写
で
あ
る
。

　

『
正
法
清
規
』
は
、
峨
山
紹
碩
の
弟
子
無
底
良
韶
（
一
三
一
三
～
一
三
六
一
）
が
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
に
開
い
た
正
法
寺
に
伝
わ
る

も
の
で
あ
る
。
永
正
六
年
の
写
本
で
あ
る
が
、
旧
本
『
瑩
山
清
規
』
の
形
態
を
伝
承
し
て
い
る
清
規
と
し
て
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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③
月
舟
本

　

こ
の
本
は
、
月
舟
宗
胡
（
一
六
一
八
～
九
六
）
が
、
大
乗
寺
に
お
い
て
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
刊
行
し
た
も
の
で
、
愚
休
本
を

底
本
と
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
「
月
舟
本
」
は
積
極
的
に
異
本
か
ら
の
採
用
を
行
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
次
の
「
流
布
本
」
と

比
較
し
て
も
「
月
舟
本
」
の
み
が
異
本
と
合
致
す
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
、
月
舟
が
「
愚
休
本
」
を
底
本
と
し
て
開
版
し
、
そ
の
異
本
箇
所

も
含
め
て
忠
実
に
翻
刻
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

④
流
布
本

　

卍
山
道
白
（
一
六
三
六
～
一
七
一
五
）
が
、
師
で
あ
る
月
舟
の
開
板
四
年
後
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
瑩
山
清
規
』
の
中
で
は
、

最
も
流
布
し
た
版
本
で
、
後
世
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
但
し
、
卍
山
の
手
が
大
き
く
入
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
初
期
の
諸
本
と
比
較
す
る

と
多
く
の
異
同
が
確
認
で
き
る
。
今
回
論
じ
る
「
布
薩
式
」
に
お
い
て
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

⑤
貞
享
本

　

次
に
、
今
回
新
た
に
入
手
し
た
、
講
式
の
紹
介
を
行
い
た
い
。

　

法
量　

縦
二
十
七
セ
ン
チ　

横
二
十
セ
ン
チ

　

丁
数  

三
十
八
丁

　

表
題　

表
紙
直
書
「
布
薩
式
」　

（
そ
の
下
に
「
禪
」
と
記
さ
れ
る
）

　
　
　
　
　

題
筌
の
切
れ
端
が
挟
ま
れ
、
そ
こ
に
「
禅
宗
諸
講
式
」
と
あ
る
。

　

講
式
名　

菩
薩
戒
布
薩
之
儀
規

　

奧
書　

貞
享
丙
寅
之
冬
梅
岑
首
座
寄
紙
而
乞
謄
於

　
　
　
　

四
講
式
予
荷
河
潤
恩
故
不
願
筆
力
拙
塞
白

　
　
　
　

應
命
矣　

加
陽
金
城
護
国
山
裡
観
海
拝
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印　

印
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ま
ず
、
構
成
は
、
奥
書
に
「
四
講
式
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
菩
薩
戒
布
薩
式
・
圓
覺
大
師
講
式
・
佛
涅
槃
講
式
・
應
眞
供
養
式
（
羅

漢
講
式
）
」
の
四
講
式
で
あ
る
。

　

そ
の
内
、
一
丁
目
は
「
如
来
唄
」
の
下
書
き
で
、
中
央
に
「
布
薩
式
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
直
接
本
書
の
構
成
と
は
関
係
が
な
い
、
中

表
紙
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
二
丁
目
よ
り
「
菩
薩
戒
布
薩
式
」
の
照
牌
・
露
地
之
圖
が
二
丁
あ
り
、
四
丁
目
が
白
紙
、
五
丁
目
の

一
行
目
に
「
菩
薩
戒
布
薩
之
儀
規
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
の
十
一
丁
が
「
菩
薩
戒
布
薩
式
」
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
「
圓
覺
大
師
講
式
」
が
二
丁
あ
る
。
こ
の
講
式
の
分
量
が
少
な
い
の
は
、
「
祭
文
・
惣
礼
」
以
外
は
そ
の
項
目
名
を
挙
げ
る

の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
「
佛
涅
槃
講
式
」
十
一
丁
、
最
後
に
「
應
眞
供
養
式
（
羅
漢
講
式
）
」
が
九
丁
、
そ
し
て
奥
書
と
、
全
部
で
三
十
八
丁
で
あ

る
。

　

先
に
挙
げ
た
奧
書
を
見
る
と
、
本
書
は
貞
享
丙
寅
三
年
（
一
六
八
六
）
の
冬
、
梅
岑
首
座
が
紙
を
寄
せ
て
四
講
式
の
謄
写
を
乞
う
た
の

で
、
私
（
観
海
）
は
、
河
を
担
う
恩
に
潤
う
が
た
め
に
、
筆
力
の
拙
な
る
を
願
（
顧
み
ず
か
？
）
わ
ず
、
白
き
紙
を
埋
め
、
命
に
応
じ

た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
観
海
は
、
加
賀
の
国
、
金
沢
護
国
山
宝
円
寺
の
僧
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
書
写
さ
れ
た
事
が
確
認
さ
れ
、
後
に
述
べ
る
面
山
本
よ
り
約
七
十
年
前
の
布
薩
で
あ
っ
た

こ
と
分
か
る
。
さ
ら
に
、
諸
本
の
特
徴
を
論
じ
る
段
階
で
も
詳
説
す
る
が
、
『
瑩
山
清
規
』
諸
本
の
「
布
薩
式
」
に
確
認
で
き
な
い
、

「
回
向
文
」
の
初
出
資
料
な
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
宝
円
寺
は
、
前
田
利
家
が
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
、
能
登
国
所
口
（
石
川
県
七
尾
市
）
に
移
っ
た
時
、
大
透
圭
徐

（
一
五
二
五
～
九
八
）
を
越
前
か
ら
招
き
建
立
し
た
寺
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
一
一
年
（
一
五
八
三
）
、
利
家
が
金
沢
城
主
と
な
る
と
再

び
大
透
を
能
登
の
地
か
ら
金
沢
へ
招
き
、
現
在
の
護
国
山
宝
円
寺
を
建
立
し
た
と
さ
れ
る
。
後
、
前
田
利
家
の
葬
儀
も
こ
の
寺
で
行
わ

れ
、
前
田
家
代
々
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
。
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ま
た
、
常
恒
会
地
で
あ
り
多
く
の
修
行
僧
が
参
集
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
但
し
、
法
幢
許
可
の
年
は
、
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
八
月
二
十
三
日
で
あ
る
の
で
、
本
布
薩
が
書
写
さ
れ
た
時
点
で
は
認
可
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
江
戸
期
の
金
沢
に
お
け
る
拠
点
寺
院
の
一
つ
と
し
て
隆
盛
を
極
め
、
修
行
僧
も
多
数
参
集
し
て
い
た
の
で
、
布
薩
が
行

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑥
龍
泰
寺
本

　

龍
泰
寺
所
蔵
『
菩
薩
戒
布
薩
式
』
の
写
本
で
あ
る
。

　

こ
の
奧
書
に
は
、

　
　
　

時
寛
保
三
年
癸
亥
夏
安
居
六
月

　
　
　

五
日
祥
雲
山
龍
泰
禅
寺
什
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
那
用
焉　

印

と
あ
り
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
の
時
点
で
龍
泰
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
次
に
挙
げ
る
『
大
布
薩
式
』
と
同
一
で
あ
り
、
そ
の
版
本
の
成
立
が
、
面
山
本
よ
り
も
古
い
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

⑦
明
和
本

　

こ
の
本
は
、
『
重
正
五
講
式
』
「
涅
槃
講
式
・
達
磨
大
師
講
式
・
羅
漢
供
養
式
・
歎
仏
會
法
式
・
菩
薩
戒
布
薩
式
」
五
巻
の
一
冊
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。
「
涅
槃
講
式
」
の
冒
頭
に
「
重
鍥
五
講
式
引
」
と
い
う
序
文
が
あ
る
。
そ
の
最
後
に
、

　
　
　

時
明
和
四
年
歳
次
丁
亥
夏
安
居
日

　
　
　
　
　

加
金
城
護
国
叟

　
　
　
　
　

  

和
南
書　

印

□

印

□
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
重
刻
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
前
の
版
が
い
つ
頃
作
成
さ
れ
た

か
判
然
と
し
な
い
。
刊
行
の
年
代
を
比
較
す
る
と
、
面
山
本
よ
り
も
時
代
は
降
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
記
し
た
「
龍
泰
寺
本
」
と
校
合
を

行
っ
た
と
こ
ろ
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
成
立
は
次
に
挙
げ
る
面
山
本
よ
り
も
古
い
成
立
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
貞
享
本
と
同
じ
金
沢
護
国
山
宝
円
寺
の
系
統
で
あ
り
、
そ
の
関
係
の
深
さ
が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
も
再
刊
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
い
し
た
一
連
の
経
緯
か
ら
考
え
て
、
面
山
本
よ
り
も
広
く
流
布
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

⑧
面
山
本

　

こ
の
本
の
書
誌
に
関
し
て
は
、
『
曹
全
』
「
解
題
・
索
引
」
に
詳
し
い
の
で
、
そ
の
概
略
だ
け
触
れ
て
お
く
。

　

本
書
は
、
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
が
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
序
文
を
撰
し
、
翌
四
年
に
刊
行
し
た
も
の
で
、
そ
の

序
文
に
は
、
道
元
禅
師
よ
り
五
百
年
に
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
展
転
謄
写
し
、
差
脱
一
な
ら
ざ
る
故
に
、
諸
本
を
参
照

し
、
誤
り
を
正
し
て
再
刻
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
『
洞
上
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』
巻
五
「
別
行
法
式
十
八
條
大
綱
」
に
「
大
布
薩
式
」
に
関
す
る
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る

が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
「
印
板
ノ
本
差
誤
ヲ
ヲ
シ
」
と
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
批
判
の
対
象
が
、
「
明
和
本
」
の
底
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑨
宗
務
庁
本

　

宗
務
庁
が
、
『
昭
和
改
訂
声
明
規
範
』
「
歎
仏
会
法
式
・
羅
漢
講
式
・
大
布
薩
式
・
観
音
懺
法
・
付
録
」
の
一
冊
と
し
て
昭
和
四
十
一

年
二
月
十
五
日
に
発
行
し
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日
に
第
三
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

凡
例
に
よ
る
と
、
編
集
の
段
階
で
幾
つ
か
の
変
更
点
、
時
間
の
短
縮
、
仮
名
表
記
の
変
更
、
ル
ビ
の
整
備
等
を
図
っ
た
様
で
あ
る
が
、

参
照
し
た
本
は
、
「
古
規
本
」
と
「
流
布
本
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
古
規
本
」
と
い
う
の
が
「
面
山
本
」
で
、
「
流
布
本
」
が
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「
明
和
本
」
で
あ
ろ
う
。
本
書
を
刊
行
し
た
時
点
で
は
、
そ
の
前
後
関
係
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
「
明
和
本
」

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
正
時
代
に
も
再
版
さ
れ
、
宗
門
に
広
く
流
布
し
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
面
山
本
」
を

「
古
規
本
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
古
い
と
い
う
点
の
み
で
な
く
、
流
布
が
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
「
明
和
本
」
と
「
面
山
本
」
の
両
本
を
参
照
し
て
、
現
行
の
布
薩
式
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
そ
の
比
較
の
為
に
こ
こ
に

改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

四
、
各
本
の
相
互
関
係
と
特
徴

　

以
上
九
本
の
資
料
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
特
徴
と
貞
享
本
を
含
め
た
相
互
の
関
係
を
述
べ
て
お
く
。

　

Ａ
、
『
瑩
山
清
規
』
関
係
の
諸
本

　

ま
ず
、
梵
清
本
系
の
内
、
愚
休
本
と
光
椿
本
は
同
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
月
舟
本
」
も
愚
休
本
系
で
あ
る
の
で
、
差
違
は
殆
ど
確
認

で
き
な
い
。

　

「
麟
広
本
」
に
関
し
て
は
、
差
違
が
数
カ
所
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
「
照
牌
」
中
の
「
食
後
」
が
「
齋
罷
」
と
な
り
、
ま
た
「
散
華

偈
」
「
焼
香
偈
」
「
後
唄
」
の
前
後
の
進
退
の
記
述
に
異
な
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
を
通
覧
し
比
較
し
た
と
き
、
そ
の
問

題
点
は
少
な
い
と
言
え
る
。

　

『
正
法
清
規
』
は
、
偈
文
と
敬
白
文
の
み
で
あ
り
、
該
当
箇
所
比
較
す
る
と
一
行
の
写
脱
と
四
箇
所
の
脱
字
、
同
文
の
重
複
等
が
確
認

で
き
る
。

　

こ
れ
ら
諸
本
は
、
全
体
の
構
成
に
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
梵
清
改
編
段
階
の
古
い
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

な
お
、
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』
に
は
布
薩
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
成
立
初
期
の
段
階
で
無
か
っ
た
も
の
が
、
『
正
法
清

規
』
で
は
偈
文
と
敬
白
文
が
、
梵
清
本
で
は
進
退
・
作
法
ま
で
含
ん
だ
差
定
が
挿
入
さ
れ
と
い
う
、
段
階
的
な
挿
入
・
増
補
が
あ
っ
た
の
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で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　

最
後
に
「
流
布
本
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
卍
山
の
改
編
が
あ
り
、
「
月
舟
本
」
と
比
較
す
る
と
、
四
十
ヶ
所
以
上
の
加
筆
・
訂
正
が

確
認
で
き
る
。
中
で
も
、
「
如
来
唄
」
の
挿
入
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
こ
の
「
如
来
唄
」
は
、
流
布
本
に
の
み
確
認
出
来
る
こ
と
か

ら
、
卍
山
が
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
諸
本
は
、
散
華
偈
に
続
い
て

　

是
毘
舍
那
誦
。
我
亦
如
是
誦
。
汝
ラ
新
學
菩
薩
、
頂
戴
受
持
戒
。

と
あ
り
、
続
い
て
「
焼
香
偈
」
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
「
流
布
本
」
で
は
、

　
　
　

偈
畢
鳴
槌
一
下
、
梵
音
人
唱
唄

　
　
　

如
来　

妙
色　

身
世

　
　
　

唄
畢
燒
香
人
燒
香
。
維
那
鳴
槌
一
下
。
唱
云
。

と
あ
り
、
こ
の
後
に
「
焼
香
偈
」
が
続
く
。　

　

ま
ず
、
「
是
毘
舍
那
誦
」
と
あ
る
の
は
、
『
慈
雲
尊
者
全
集
』
巻
六
「
布
薩
式
畧
軌
」
に
、
「
帰
命
毘
舍
那
、
十
方
金
剛
佛
」
と
あ
る

の
と
同
様
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
無
論
、
慈
雲
尊
者
（
一
七
一
八
～
一
八
〇
五
）
は
、
江
戸
後
期
の
真
言
宗
の
僧
侶
で
あ
る
の
で
出
典
に

は
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
構
成
の
布
薩
が
そ
れ
以
前
の
古
い
段
階
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

で
は
、
卍
山
は
、
何
に
基
づ
い
て
挿
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
の
出
典
を
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
良
忍
撰
『
略
布
薩
次

第
』
の
中
に
は
、
「
如
来
妙
色
身
、
世
間
無
與
等
、
無
比
不
思
議
、
是
故
今
敬
礼
、
如
来
色
無
盡
、
智
恵
亦
復
然
、
一
切
法
常
住
、
是
故

我
帰
依
」
と
、
「
如
来
唄
文
」
を
唱
え
て
い
る
。
無
論
、
こ
の
句
自
体
は
、
『
大
宝
積
経
』
が
出
典
で
あ
る
が
、
日
本
天
台
の
多
く
の
儀

礼
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
先
例
を
参
照
し
て
「
如
来
唄
」
を
布
薩
中
に
挿
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
『
良
忍

上
人
の
研
究
』
一
三
頁
、
融
通
念
仏
宗
教
学
研
究
所
・
昭
和
五
六
年
）
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ま
た
、
現
在
の
「
羅
漢
講
式
」
に
お
い
て
も
「
如
来
妙
色
身
世
」
と
唱
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
麟
広
本
」
に
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま

り
、
「
如
来
唄
」
は
、
羅
漢
講
式
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
「
布
薩
会
」
に
も
挿
入
し
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
卍
山
の
改
編
を
示
す
、
顕
著
な
例
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
後
の
宗
門
の
布
薩
式
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

　

Ｂ
、
回
向
文

  

『
瑩
山
清
規
』
系
の
「
布
薩
」
に
対
し
て
江
戸
期
以
降
の
諸
本
と
の
決
定
的
な
相
違
点
は
、
回
向
文
の
挿
入
と
声
明
符
の
記
載
で
あ
る
。

  

曽
て
「
面
山
本
」
を
見
た
と
き
、
回
向
文
の
存
在
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
出
典
を
探
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
宗
門
以
前
の
資
料
、
道
宣
『
四
分
律
行
事
鈔
』
上
四｢

説
戒
正
儀
篇
十｣

に
は
、
「
啓
白
文
」
「
回
向
文
」
は
な
い
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
融
通
念
仏
の
祖
、
良
忍
上
人
（
一
〇
七
三
～
一
一
三
二
）
の
残
し
た
記
録
に
、
「
啓
白
文
」
は
あ
り
、
「
回
向

偈
」
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
向
来
説
戒
、
無
量
勝
因
、
廻
恵
六
道
、
和
南
清
衆
」
と
い
う
簡
単
な
偈
文
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
「
回
向

偈
」
は
、
慈
円
（
一
一
五
五
～
一
二
二
五
）
真
筆
曼
殊
院
蔵
本
『
布
薩
次
第
』
、
実
導
仁
空
（
一
三
〇
九
～
一
三
八
八
）
撰
『
新
学
行
要

鈔
』
「
説
戒
法
第
五
」
（
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
撰
）
（
『
大
正
蔵
』
第
七
四
巻
、
頁
七
八
一
中
段
）
な
ど
に
引
か
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
先
行
す
る
資
料
に
長
文
の
「
回
向
文
」
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
発
見
の
「
貞
享
本
」
に
よ
り
、
少
な
く
と
も

江
戸
の
初
期
の
段
階
で
宗
門
の
布
薩
に
「
回
向
文
」
が
付
さ
れ
、
よ
り
祈
祷
的
な
位
置
づ
け
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら

に
「
明
和
本
」
も
「
面
山
本
」
よ
り
も
古
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
そ
の
出
典
を
こ
の
「
明
和
本
」
に
求
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

詳
細
な
相
違
点
は
、
資
料
を
通
し
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
面
山
が
「
明
和
本
」
を
参
照
し
た
こ
と
は
歴
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た

細
か
な
出
入
は
確
認
で
き
る
が
、
「
明
和
本
」
が
「
貞
享
本
」
を
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
充
分
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
三
本
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
変
遷
の
過
程
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

Ｃ
、
声
明
符

　

編
集
の
都
合
上
、
翻
刻
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
「
貞
享
本
」
以
降
の
諸
本
に
は
声
明
符
が
付
さ
れ
る
。
「
貞
享
本
」
に
お
い
て
は
そ
の
一
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部
に
限
定
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
形
式
も
微
細
な
傍
注
の
様
で
あ
る
が
、
「
明
和
本
」
・
「
面
山
本
」
に
な
る
と
明
確
に
付
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
声
明
符
の
比
較
に
よ
り
、
宗
門
に
お
け
る
声
明
の
形
式
及
び
そ
の
変
遷
の
過
程
も
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｄ
、
進
退
・
配
役
名
称
の
相
違

　

『
瑩
山
清
規
』
系
統
の
も
の
と
、
後
の
各
本
で
は
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
進
退
の
相
違
も
時
代
・
地
域
差
を
考
慮
す
る

基
礎
資
料
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
配
役
名
に
関
し
て
は
、
『
瑩
山
清
規
』
系
・
貞
享
本
・
「
明
和
本
」
が
、
「
維
那
」
と
す
る
も
の
を
「
面
山
本
」
で
は
「
唱

白
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
和
尚
」
「
主
人
」
「
戒
師
」
等
の
配
役
名
に
関
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

Ｅ
、
還
籌
偈
の
挿
入
と
偈
の
名
称
の
相
違

　

こ
の
還
籌
偈
は
「
面
山
本
」
か
ら
挿
入
さ
れ
た
物
で
、
そ
れ
以
前
の
諸
本
に
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
先
行
す
る
道
宣
撰

『
四
分
律
行
事
鈔
』
の
布
薩
資
料
に
基
づ
く
挿
入
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
「
明
和
本
」
と
「
面
山
本
」
を
比
較
す
る
と
、
「
露
地
偈
」
を
「
聞
鐘
偈
」
、
「
作
禮
偈
」
を
「
布
薩
偈
」
と
改
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
変
更
の
多
く
が
、
「
宗
務
庁
本
」
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
、 

焼
香
偈
の
位
置

　

面
山
本
は
、
「
焼
香
偈
」
が
「
如
来
唄
」
の
前
に
移
動
さ
れ
る
。
こ
の
移
動
の
意
図
に
関
し
て
は
、
判
然
と
し
な
い
。
因
み
に
こ
の
位

置
は
、
「
宗
務
庁
本
」
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
各
本
の
相
違
点
と
変
遷
の
過
程
を
中
心
と
し
て
、
宗
門
布
薩
会
の
問
題
点
を
列
記
し
た
。

　

こ
の
中
で
も
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
「
回
向
文
」
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
、
布
薩
と
い
う
僧
団
内
の
、
言
わ
ば
反
省
会
と
も
言
う
べ
き
法
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要
に
、
長
文
の
回
向
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
回
向
の
内
容
・
対
象
は
、
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
諸
仏
諸
菩
薩
、
大
小
神
祇
、
今
上
天
皇
、
施
主
、
檀
信
徒
、
歴
代
祖
師
等
々

に
到
る
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
他
宗
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
布
薩
会
の

考
え
方
は
、
宗
門
独
自
の
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
傾
向
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
江
戸
初
期
、
今
回
紹
介
し
た
「
貞
享
本
」
が
現
時
点
で
は
最
初
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に

も
こ
う
し
た
傾
向
が
有
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
宗
門
布
薩
会
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
多
く
の
資
料
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

【
注
】

（
１
）
拙
著
「
曹
洞
宗
に
お
け
る
「
布
薩
」
に
つ
い
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
八
巻
第
一
号
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
一
二
月
。

（
２
）
拙
著
「
『
瑩
山
清
規
』
の
変
遷
に
つ
い
て
（
二
）
―
諸
本
の
系
統
に
関
す
る
覚
書
―
」
『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
第
六
号
、
平
成
五
年

（
一
九
九
三
年
）
。

＊
そ
の
他
、
布
薩
座
位
・
差
定
に
関
し
て
は
、
以
下
の
資
料
に
も
確
認
で
き
る
。

『
永
平
小
清
規
』
「
行
布
薩
座
位
図
」
（
『
曹
全
』
「
清
規
」
三
八
六
頁
）

『
永
平
小
清
規
翼
』
「
略
布
薩
式
」
（
『
曹
全
』
「
清
規
」
四
二
七
頁
）

『
椙
樹
林
清
規
』
「
略
布
薩
堂
荘
厳
図
」
（
『
曹
全
』
「
清
規
」
四
五
五
頁
）

『
椙
樹
林
清
規
』
「
布
薩
堂
之
座
位
」
（
『
曹
全
』
「
清
規
」
四
八
八
頁
）

『
万
松
山
清
規
』
「
半
月
略
布
薩
」
（
『
曹
全
』
「
清
規
」
六
一
一
頁
）

『
江
湖
指
南
記
』
「
大
布
薩
座
位
」
（
『
続
曹
全
』
「
清
規
・
講
式
」
三
九
五
頁
）

『
侍
者
寮
指
南
記
』
「
布
薩
排
被
位
」
（
『
続
曹
全
』
「
清
規
・
講
式
」
四
一
九
頁
）

『
韜
菴
清
規
』
「
四
月
十
五
日
の
項
」
（
駒
図162-28

）
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凡
例

一
、
曹
洞
宗
の
布
薩
関
係
資
料
四
本
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
一
段
目
は
、
『
瑩
山
清
規
』
関
係
の
資
料
で
、
「
愚
休
本
」
で
あ
る
。
「
愚
休
本
」
を
選
ん
だ
理
由
は
、
梵
清
本
系
で
は
も
っ

と
も
初
期
（
文
明
八
年
・
一
四
七
六
）
の
写
本
で
あ
る
点
、
送
り
仮
名
・
ル
ビ
が
諸
本
の
中
で
最
も
詳
細
で
あ
る
点
、
月
舟
本

の
底
本
と
な
っ
た
よ
う
に
後
世
の
影
響
も
確
認
で
き
る
点
、
「
流
布
本
」
で
あ
る
卍
山
刊
行
本
は
、
容
易
に
参
照
可
能
で
あ
る

こ
と
、
等
で
あ
る
。
因
み
に
、
「
麟
広
本
」
に
は
、
ル
ビ
・
送
り
仮
名
・
返
り
点
は
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
。

一
、
二
段
目
は
、
今
回
発
見
の
「
貞
享
本
」
で
あ
る
。
な
お
、
「
回
向
文
」
の
送
り
仮
名
・
返
り
点
は
、
全
て
朱
書
き
で
あ
り
、
後
世

の
加
筆
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

一
、
三
段
目
は
、
「
明
和
本
」
で
、
駒
澤
大
学
所
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
「
龍
泰
寺
本
」
は
同
一
の
も
の
で

あ
る
。

一
、
四
段
目
は
、
「
面
山
本
」
で
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
の
中
で
は
、
構
成
が
最
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
続
曹
全
』
「
清
規
・
禅

戒
」
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
を
底
本
と
し
た
。
（　

）
は
、
『
続
曹
全
』
の
頁
数
で
あ
る
。

一
、
「
宗
務
庁
本
」
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
項
目
の
改
行
箇
所
・
空
白
、
さ
ら
に
、
頁
分
け
・
改
行
箇
所
等
に
関
し
て
は
、
随
意
変
更
し
た
。

一
、
漢
字
表
記
は
、
原
本
に
準
じ
た
が
、
一
部
、
俗
字
・
異
体
字
・
略
字
に
関
し
て
は
、
部
分
的
に
字
体
を
常
用
漢
字
・
当
用
漢
字

に
改
め
た
。

　
　
　

無
―
无
・
徳
―
悳
・
界
―
畍
・
歸
―
皈
等
。

一
、
声
明
符
は
、
全
て
省
略
し
た
。
ま
た
、
「
偈
」
の
ル
ビ
に
関
し
て
も
、
声
明
符
と
の
関
係
も
あ
り
、
一
部
省
略
し
た
。
但
し
、

「
愚
休
本
」
に
つ
い
て
は
、
声
明
符
が
無
い
の
で
、
ル
ビ
を
参
考
の
為
に
記
し
た
。
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一
、
Ａ
は
照
牌
、
Ｂ
は
道
場
図
（
露
地
図
）
で
、
対
照
表
で
は
そ
の
位
置
の
み
を
示
し
、
具
体
的
な
図
は
後
半
に
ま
と
め
た
。

一
、
①
～○  

21 

ま
で
の
番
号
は
、
そ
の
内
容
毎
の
区
切
り
を
、
便
宜
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
面
山
本
を
基
準
と
し
た
た
め
、

「
還
籌
偈
」
「
焼
香
偈
」
の
箇
所
に
移
動
が
あ
る
。 

一
、
「
貞
享
本
」
の
（　

）
で
示
し
た
の
が
丁
数
で
あ
る
。
（
3a
）
は
、
「
布
薩
式
」
冒
頭
か
ら
の
通
し
番
号
、
ａ
ｂ
は
表
裏
を
示

す
。
先
の
解
説
で
は
（
五
丁
表
）
と
い
う
表
記
を
用
い
た
が
、
翻
刻
の
箇
所
で
は
、
（
5a
）
に
該
当
す
る
。
そ
れ
以
外
の
諸
本

に
関
し
て
は
、
丁
数
を
省
略
し
た
。

一
、
〈　

〉
は
、
割
注
部
分
を
示
す
。
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『
瑩
山
清
規
』
「
菩
薩
戒
布
薩
式
」
「
愚
休
本
」

（
図
Ａ
・
図
Ｂ
）

　

今
月　

日　

堂
司
比
丘
〈
某
甲
〉
敬
白

①晦
日
ニ
ハ
、
改
ア
ラ
タ二ム

黒
月
一ト
。
餘
ハ

皆
同
レシ

前
。
若
シ
別
ニ

請
二キ
ハ

戒
師
并
ニ

唱
白
ノ

師
一ヲ
、
又
タ

可
レ

點
レ

牌
ヲ
。

齋
前
ニ

維
那
及
ヒ

用
僧
、
就
二テ

佛
殿
、
若
ハ
法
堂
一ニ
、

堂
荘
嚴
如
レシ
圖
ノ
。
椅イ
タ
ク卓
如
法
ニ
可
二シ
荘
嚴
ス
。
後
ニ

上ア
二テ
淨
水
ヲ
、
而
當ヘシ
下ニ
遇

ア
ハ
セテ

諷
経
ニ
加
中
持
ス
之コ

レ
上ヲ
。
火コ

版ハ
ン
ナ
ツ鳴
テ

収
二ム

照
牌
一ヲ
。
齋
後
、
時
キ

至
レ
ハ
、
維
那

令シメ
テ下、ノ
レ

堂
司
ノ

行
者
ヲ

報
中

案
内
ヲ

於
諸
寮
上ニ
、
各
ノ

鳴
二一ー

寮
前
ノ

版
一ヲ

三
下
、ノ
、
後
ニ

鳴
二一ー

法
堂
ノ

鼓
一ヲ

如

法
。
縵マ

ン
セ
イ聲

此
ノ
間
タ
從
二リ
首
座
一
次
第
ニ
燒
香
、ノ
問
訊
ス
。

露
地
ハ

所
ル

謂
堂
前
ナ
リ

也
。
排
立
ノ

次ツ
イ
テ
、
以
二テ

正

面
ノ
西
ノ
柱
一ヲ
爲
レス
上カ

ミ
ト
。西
南
ハ
雖
レ
随
二ト
衆
ノ
多
少
一ニ
、

必
ス
南
北
相
対
ス
ル
者
ナ
リ
。
首
座
ヲ
爲
レス
上
ト
。
衆
僧

不
レ

分ワ
カ
タ

常
住
来
客
一ヲ
、
依
二テ

臘
次
一ニ

排
立
ス
。
南
ハ

者
維
那
爲
レス

上
ト
。
用
僧
次
第
ニ

排
立
ス
。
衆
僧
排

立
ノ
間
タ
、
維
那
依
二テ
卓
ノ
東
邊
一ニ
立
テ
、
見
二テ
衆
僧
燒

香
ノ

了ヲ
ハ
ル一ヲ
、
維
那
展ノ
二フ

拜
席
一ヲ
。
侍
者
燒
香
シ

了
テ
、

明
和
本
『
大
布
薩
式
』

①此
ノ
日
、
齋
前
維
那
及
ヒ
用
僧
就
二テ
仏
殿
若
ハ
法
堂
ニ

荘
二

厳
道
場
一ヲ
、
安
二

置
ス

椅
卓
一ヲ
。
一
切
如
レ

圖
。

先
ツ
上
二ル
淨
水
一ヲ
。
諷
經
之
次
テ
、和
尚
加
二
持
ス
之
一ヲ
。

火
版
鳴
テ
収
二ム
照
牌
一ヲ
。
齋
後
時
キ
至
ハ
、
維
那
令
二ム

堂
同
行
者
、ノ

報
二セ

案
内
ヲ

於
諸
寮
一ニ
。
諸
寮
各
く

鳴
二一ー

寮
前
ノ

版
一ヲ

三
下
。
次
ニ

司
鐘
、
鳴
二一ー

大
鐘
一

百
八
聲
ス
。
維
那
用
僧
集
来
、ノ

排
二

立
ス

堂
前
ノ

露
地
ノ

位
一ニ
。
次
ニ

鳴
二一ー

法
堂
ノ

鼓
一ヲ

如
法
縵
聲
ス
。

此
時
維
那
焼
二

香
シ

象
爐
一ニ
、
薫
レ

衣
從
二リ

西
頬
一

到
二

正
面
一ニ

焼
香
三
拜
ス
。
倚
二テ

卓
ノ

東
邉
一

立
ツ
。

次
ニ

衣
鉢
侍
者
香
合
侍
者
、
如
レ

維
那
ノ

焼
香
ス
、

乃
ヒ
倚
二
維
那
ノ
左
右
一ニ
立
ツ
。
三
人
同
ク
向
レ
西
ニ
一

字
ニ

立
定
ス
ル

也
。
次
ニ

從
二リ

首
座
、
次
第
ニ

焼
二

香

象
爐
一ニ
薫
衣
。
問
訊
、ノ
正
面
ニ
焼
香
ス
。
各

く
歸
二
露

地
ノ

位
一ニ

立
定
、
衆
僧
焼
香
ノ

了
ル

時
、
維
那
乃
ヒ

展
二ヘ
拜
席
一
了
テ
與
二
二
侍
者
一ト
同
ク
詣
二、ノ
方
丈
一ニ
迎
テ

面
山
本
『
洞
上
大
布
薩
法
』

（
図
Ａ
・
図
Ｂ
）

①當
日
時
至
テ
、
維
那
令
三一ー
行
者
ノ
鳴
二
諸
寮
前
ノ
版
一ヲ

各
三
下
。
次
大
鐘
一
百
八
聲
。
用
僧
各
具
二、ノ威
儀
一ヲ
、

来
二

集
ス

露
地
一ニ
。
鐘
止
テ

縵
聲
ニ

鳴
レス

鼓
ヲ
。
初
メ
ニ

唱
白
焼
香
薫
レシ
衣
ヲ
、
到
二テ
正
面
一ニ
炷
香
、
展
具

三
拜
。
収
具
、ノ

倚
二テ

卓
ノ

東
邉
一ニ

立
ツ
。
次
ニ

持
香
、

次
ニ
侍
衣
同
レシ
右
ニ
。畢
テ
各
倚
二テ
唱
白
ノ
左
右
一ニ
立
ツ
。

次
ニ

從
二

首
座
一
、
次
第
ニ

焼
香
薫
衣
。
各
歸
二リ

本

位
一ニ
畢
テ
、
鼓
聲
即
止
ム
。
唱
白
與
二
二
侍
一ト
同
ク
詣
二、ノ

戒
師
一ニ
迎
レフ
之
ヲ
。
侍
香
前
導
シ
、
次
ニ
侍
衣
、
次
ニ

唱
白
継
踵
ス
。
唱
白
揖
二

請
シ

於
戒
師
ノ

前
一ニ

畢
テ
、

戒
師
出
テ
ハ
、
則
チ
唱
白
前
導
、ノ
、
二
侍
ハ
持
二、ノ
香
合

拂
子
一ヲ
隨
レフ
後
ニ
。
時
ニ
行
者
斂
鐘
七
下
、
戒
師
薫

衣
。
了
テ

到
二テ

正
面
一ニ
、
焼
香
礼
拜
、ノ
、
出
テ
ゝ

立
二ツ

首
座
ノ
上
肩
一ニ
。
唱
白
令
レメ
テ
打
二タ
手
磬
一ヲ
、
普
同
問

訊
。
即
チ
挙
二ス
聞
鐘
ノ
偈
一ヲ
。

貞
享
本
『
菩
薩
戒
布
薩
之
儀
規
』

（
図
Ａ
・
図
Ｂ
）

菩
薩
戒
布
薩
之
儀
規

①粥
后
坐
香
一
炷
畢
テ
、
維
那
司
鐘
ニ
報
告
、ノ
、

樓
鐘
ヲ
打
シ
ム
ル
一ー
緩
聲
三
十
六
下
。
大
衆
登

殿
、
露
地
ノ
圖
ニ
依
テ
定
立
ス
。
鐘
止
テ
司
鐘

ノ
人
、
殿
上
ノ
鼓
ヲ
鳴
ス
一ー
三
下
ス
レ
バ
、
維

那
位
ヲ
出
テ
ゝ
象
炉
ニ
焼
香
シ
テ
衣
ヲ
薫
、ノ
入

堂
。
仏
前
ニ
焼
香
三
拜
、ノ
中
央
ノ
右
邊
ニ
立
ツ
。

次
ニ
鼓
点
三
下
、
焼
香
ノ
人
薫
衣
入
堂
。
香
ヲ

焼
キ
如
法
ニ
問
訊
、ノ
身
ヲ
轉
ジ
殿
ノ
東
邉
ヨ
リ

出
テ
ゝ
、
露
地
ノ
東
畔
ニ
到
ル
。
亦
鼓
三
下
ス

レ
バ
次
第
ニ
薫
衣
入
堂
前
ノ
如
シ
。
衆
ノ
焼
香

シ
了
ヲ
見
テ
鼓
六
下
、ノ
収
、ノ
、
亦
殿
鐘
ヲ
鳴
ス
。

維
那
露
地
ノ
本
位
ニ
出
デ
、
用
僧
十
人
（
一
オ
）

相
揖
、ノ
手
磬
ヲ
鳴
、ノ
、
方
丈
ニ
至
テ
和
尚
ヲ
請
、

ノ
末
位
ヨ
リ
殿
ニ
歸
ル
。
和
尚
入
堂
焼
香
三
拜
、

行
者
拜
席
ヲ
展
ブ
。
入
室
ノ
時
、
薫
衣
前
ニ
斉ヲ
ナ
ジ。

拜
了
テ
露
地
ニ
出
ル
ヲ
見
テ
鐘
ヲ
止
ム
。
維
那
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東
邊
ニ
立
テ
、
見
三テ
維
那
ノ
展
二ル
ヲ
拜
席
一ヲ
、
侍
者
參
二ス

主
人
迎ム

一ニ
。
此
ノ
時
行
者
収
二テ
鼓
聲
一ヲ
、
即
チ
鳴
二ス
大

鐘
一ヲ
。
如
法
縵マ
ン
セ
イ聲
也ナ
リ

。
主
人
當
面
問
訊
焼
香
、
大

展
三
拜
シ

了
テ
、
首
座
ノ

上
肩
ニ

問
訊
、ノ
卓
立
ス
。

此
ノ
時
キ
、
大
衆
普
同
問
訊
ス
レ
ハ
、
維
那
合
掌
、ノ
、

誦
二ス
露
地
ノ
偈
一ヲ
。
大
鐘
即
チ
罷ヤ
ム

。
大
衆
普
同
合
掌
、ノ
、

誦
レス
偈
ヲ
。

②降ク
ウ
フ
ク
マ
伏
魔
力
怨ヲ
ン　

除
結
盡
無
餘　

露
地
撃キ
ャ
ク
コ
ン
犍
椎チ

比
丘
聞
當
集　

諸
欲
聞
法
人　

度
流ル

生
死
海

聞
此
妙
響カ

ウ

音　

盡
當
雲
集
此

偈
畢
テ
、
維
那
打
レチ
磬
ヲ
、
引
レテ
衆
ヲ
入
堂
、ノ
、
依
二テ

座
位
ノ

前
一ニ

立
定
、ノ
、
展
二テ

坐
具
一ヲ
、
大
同
三
拜
、ノ
、

上ウ
エ
ニ
胡
脆
合
掌
、ノ
、
説
レク
偈
ヲ
。

主
人
一ヲ
出
シ
ム
。
二
侍
者
先
ニ
行
ク
、
維
那
後
ニ
行
ク
。

此
ノ
時
行
者
収
二テ
鼓
聲
一
即
チ
鳴
二一ー
小
鐘
一
七
下
ス
。

主
人
隨
二テ

維
那
ノ

後
一ニ

而
赴
二ク

道
場
一。
二
侍
者
携
二テ

拂
子
香
合
一ヲ
、
隨
二
主
人
ノ
後
一ニ
行
ク
。主
人
到
二
堂
前
一

焼
二
香
象
爐
一ニ
、
到
二リ
正
面
一ニ
焼
香
三
拜
、ノ
而
出
二
露

地
一ニ
。倚
二テ
首
座
ノ
上
肩
一ニ
卓
立
ス
。維
那
打
二
手
磬
一
、

普
同
問
訊
ス
。
謂
ル
先
ツ
向
レテ
左
ニ
揖
シ
、
次
ニ
向
レ
右

揖
シ
、
次
ニ
向
二
當
面
一
揖
ス
ル
也
。
此
ノ
時
維
那
合
掌
、ノ

挙
二ス
露
地
偈
ヲ
。

②　

露
地
ノ
偈

降
伏
魔
力
怨　

除
結
盡
無
餘

露
地
撃
犍
椎　

比
丘
聞
當
集

諸
欲
聞
法
人　

度
流
生
死
海  

聞
此
妙
響
音　

盡
當
雲
集
此  

偈
了
テ
又
タ
普
同
問
訊
ス
。
維
那
打
二、ノ
手
磬
一ヲ
引
レテ
衆

入
堂
。
從
二リ
前
門
ノ
西
頬
一
入
テ
、
歴
二
西
邉
過
二テ
須

彌
ノ

前
ヲ
、
各
各
倚
二テ

座
位
ノ

前
一ニ

立
定
ス
。
展
二

坐

具
一
三
拜
。
具
上
ニ
胡
跪
合
掌
ス
。
維
那
挙
二ス
作
禮
ノ

偈
一ヲ
。
大
衆
同
ハ
自
二リ
第
二
句
一
和
ス
。

②　

聞
鐘
偈 

　
　

大
衆
、
從
二
除
結
一
和
レ
之
ヲ

　
　

降
伏
魔
力
怨　

除
結
盡
無
餘

　
　

露
地
撃
犍
稚　

比
丘
聞
當
集

　
　

諸
欲
聞
法
人　

度
流
生
死
海
（
頁
八
〇
七
）

　
　

聞
此
妙
響
音　

盡
當
雲
集
此     

偈
了
リ
相
ヒ
揖
、ノ
唱
白
鳴
二シ
手
磬
一ヲ
、
引
レテ
衆
ヲ
入
室
ス
。

從
二リ
前
門
ノ
西
頬
一
入
テ
、
一
二
匝
、ノ
北
東
一ヲ
、
各
依
二テ

圖
位
一ニ
展
具
三
拜
、ノ
、
胡
二
脆
、ノ
具
上
一ニ
合
掌
ス
。
唱

白
挙
二ス
布
薩
ノ
偈
一ヲ
。

合
掌
シ
テ
露
地
ノ
偈
ヲ
唱
フ
。
衆
和
ス
。

②降
伏
魔
力
怨　
〈
和
〉
除
結
盡
無
餘　

露
地
撃
犍
椎

比
丘
聞
當
集　

諸
欲
聞
法
人　

度
流
生
死
海

聞
此
妙
響
音　

盡
當
雲
集
此 

〈
偈
了
テ
維
那
手
磬
ヲ
鳴
、ノ
、
衆
ヲ
引
テ
入
室

ス
。
殿
ノ
西
邉
ヨ
リ
一
匝
シ
テ
、
次
第
ニ
位
ニ

就
テ
定
立
シ
一
齊
ニ
展
具
三
拜
、
胡
跪
合
掌
ス
。

維
那
大
磬
ヲ
鳴
ス
┌
一
下
、ノ
偈
ヲ
唱
。
衆
和
ス
。

偈
云
。〉（
一
ウ
）
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③持
戒
清
淨
如
滿
月　

身
口
皎カ

ウ
ケ
ツ潔
無
礙ケ
エ穢

大
衆
和
合
無
違イ

諍シ
ャ
ク
　

爾
乃
可
得
同
布
薩

偈
畢
テ
、
収
二テ
坐
具
一ヲ
起タ
ツ
。
先
ツ
主
人
著
座
、
次
ニ

首
座
大
衆
揖イ
ツ

、ノ
問
訊
、ノ
跏
趺
坐
ス
。
維
那
及
ヒ
法
事
ノ

僧
、
共ト
モ
ニ
五
人
ハ
者
、
不
二ス
著
座
一セ
。
用
僧
四
人
ハ
者
、

畳
二テ
坐
具
一ヲ
安
レス
位
ニ
。
維
那
引
二テ
用
僧
一ヲ
、
進
二テ
正

面
一ニ
如
レク
圖ツ
ノ
立
定
ス
。
維
那
先
ツ
問
訊
、ノ
、
抽チ
ウ

身
、ノ

歴
レテ
後シ
リ
エヲ

進
二テ
淨
水
ノ

前
一ニ
、
問
訊
長
跪
合
掌
、ノ
、

唱
二テ
淨
水
ノ
偈
一ヲ
云
ク
。

④八
功
徳
水
淨
諸
塵　

潅ク
ワ
ン
シ
ャ
ク

掌
去
垢ク

心
無
染セ
ン

執シ
ュ

持
禁
戒
無
闕ケ
ツ
ホ
ン犯  

一
切
衆
生
亦
如
是

偈
畢
テ
、
右
手
ニ

取
二リ

淨
水
ノ

瓶
一ヲ
、
受
二テ

左
ノ

掌
一ニ
、

兩
手
ニ

潅
洗
、ノ
而
右
手
ニ

取
二テ

手
巾
一ヲ

拭ノ
コ
イ

畢
テ
、
右

手
挫
レテ
机
ヲ
而
起キ

立リ
ツ

問
訊
ス
。
此
ノ
時
焼
香
ノ
人
同ヲ

ク

問
訊
。
如
レシ
テ
先
ノ
進
二メ
ハ
淨
水
ノ
前
一ニ
、
維
那
徐ヤ

ウ
ヤク

横

歩
、ノ
、
進
二テ
香
湯
ノ
前
一ニ
兩
人
同
ク
問
訊
長
跪
、ノ
、
維

那
先
ツ
唱
二テ
香
湯
ノ
偈
一ヲ
云
ク
。

③持
戒
清
淨
如
滿
月　
〈
和
〉
身
口
皎
潔
無
瑕
穢

大
衆
和
合
無
違
諍　
　
　
　

爾
乃
可
得
同
布
薩

〈
偈
了
テ
維
那
、浄
水
香
湯
兩
手
巾
、収
具
、ノ
立
ツ
。

維
那
即
チ
浄
水
等
ノ
四
人
ヲ
引
テ
、
中
央
ニ
至

リ
、
上
ノ
圖
ノ
如
ク
坐
定
ス
。
維
那
位
ヲ
立
チ
、

問
訊
、ノ
後シ
リ

ヲ
歴
テ
、
淨
水
瓶
ノ
前
ニ
胡
跪
合
掌
、

ノ
、
偈
ヲ
唱
。
偈
云
。〉

④八
功
徳
水
淨
諸
塵　

潅
掌
去
垢
心
無
染

執
持
禁
戒
無
闕
犯  

一
切
衆
生
亦
如
是

〈
唱
了
テ
、
淨
水
ヲ
受
ケ
潅
洗
、ノ
立
ツ
。
淨
水
ノ

人
同
立
テ
、
先
ノ
如
ク
潅
水
瓶
ノ
前
ニ
至
ル
。

維
那
横
歩
、ノ
香
湯
瓶
ノ
前
ニ
至
テ
、
淨
水
ノ
人

ト
同
時
ニ
問
訊
、ノ
、
胡
跪
合
掌
。
維
那
先
ツ
偈

ヲ
唱
。
偈
云
。〉（
二
オ
）

③　

作
禮
ノ
偈

持
戒
清
淨
如
滿
月　

身
口
皎
潔
無
瑕
穢

大
衆
和
合
無
違
諍　

爾
乃
可
得
同
布
薩

偈
了
テ
、
又
タ
三
拜
。
主
人
大
衆
、
収
二テ
坐
具
一ヲ
相
揖
、ノ

跏
趺
坐
ス
。
唯
タ
維
那
及
ヒ
淨
水
香
湯
兩
手
巾
五
人
ハ

不
二

著
座
一。
維
那
引
二ヲ

淨
水
等
ノ

四
人
一ヲ
、
進
二一ー

正

面
一ニ
如
レ
圖
ノ
立
定
ス
。
維
那
先
ツ
問
訊
抽
身
、ノ
、
歴

二
淨
水
人
ノ
後
一ヲ
、
進
二テ
淨
水
ノ
瓶
ノ
前
一ニ
問
訊
シ
、
長

跪
合
掌
、ノ
、
唱
二
淨
水
ノ
偈
一ヲ
。

④　

淨
水
ノ
偈

八
功
徳
者
、
清
冷
輕
美
香
飲
食
時
調
適
其
心
飲

元
患
不
臭

八
功
徳
水
淨
諸
塵　

潅
掌
去
垢
心
無
染

執
持
禁
戒
無
闕
犯  

一
切
衆
生
亦
如
是

偈
了
右
手
ニ

取
二リ

淨
水
瓶
一ヲ
、
左
掌
ニ

受
二

淨
水
一ヲ
。

兩
、ノ
手
ニ
潅
洗
、ノ
而
右
手
ニ
取
二
手
巾
一ヲ
、
拭
レ
手
ヲ
了
テ

右
手
ニ

挫
レテ

机
ヲ
、
而
起
立
問
訊
ス
。
此
時
淨
水
ノ

人
同
ク

問
訊
シ
、
如
レ、ノ

先
進
二ム

淨
水
ノ

瓶
ノ

前
一ニ
。
維

③　

布
薩
偈

　
　

持
戒
清
淨
如
滿
月　

身
口
皎
潔
無
瑕
穢

　
　

大
衆
和
合
無
違
諍　

爾
乃
可
得
同
布
薩

偈
了
テ
各
三
拜
。
収
具
、ノ
趺
坐
ス
。
但
シ
唱
白
ハ
直
ニ

引
二キ
浄
水
香
湯
兩
巾
四
人
一ヲ
、
進
前
、ノ
立
定
ス
。
時
ニ

唱
白
一
人
、
問
訊
シ

抽
身
、ノ
、
歴
二テ

淨
水
ノ

後
一ヲ
、

到
二テ

瓶
前
一ニ

問
訊
。
跪
下
、ノ

合
掌
、ノ
、
唱
二

浄
水
ノ

偈
一ヲ

④　

淨
水
ノ
偈

　
　

八
功
徳
水
淨
諸
塵　

盥
掌
去
垢
心
無
染

　
　

執
持
禁
戒
無
闕
犯  

一
切
衆
生
亦
如
是

唱
了
テ
右
手
ニ
取
レ
瓶
ヲ
、
左
手
ニ
受
レク
水
ヲ
。
盥
掌
、ノ

右
手
ニ
取
レテ
巾
ヲ
、
拭
ヒ
了
テ
支
レテ
机
ヲ
、
而
、ノ
起
立
問

訊
、ノ
横
歩
ス
。
時
ニ
淨
水
問
訊
、ノ
、
至
二テ
瓶
前
一ニ
作
法

如
レ
右
ノ
。
唱
白
至
二テ
瓶
前
一ニ
、
跪
下
、ノ
唱
レフ
偈
ヲ
。
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⑤香カ
ウ
タ
ウ
ク
ン
モ
ク
サ
ウ

湯
薫
沐
澡
諸
垢　

法
身
具
足
五
分
充シ
ュ
ウ

般
若
圓
照
解
脱
滿　

群
生
同
會
法
界
容ヨ
ウ

偈
畢
テ
、
焼
香
ノ
人
、
又
タ
唱
二フ
淨
水
ノ
偈
一ヲ
。
維
那

左
手
ニ

取
二テ

香
湯
ノ

瓶
一ヲ
、
右
掌
ニ

受
二テ

香
水
一ヲ
、
兩

手
ニ
潅ク
ワ
ン
ト
セ
イ

洗
、ノ
、
左
手
取
二リ
手
巾
一ヲ
拭ノ
コ
イ
畢
テ
、
且
ク
待
二テ

焼
香
ノ
人
ノ
洗
レイ
手
ヲ
了
一ル
ヲ
、
左
手
挫
レテ
机
ヲ
、
而
兩

人
共
ニ
起
立
問
訊
ス
。
散
華
・
手
巾
・
小
者
、
進ス
ゝ

レム

前
ニ
。
偈
同
レシ

前
ニ
。
維
那
、
左ヒ
タ
リニ

轉
レ、ノ
身
ヲ
、
歴
二テ

小
者
ノ
背
後
一ヲ
、
歸
二テ
本
位
一ニ
、
展ノ
二ヘ
坐
具
一ヲ
、
三
拜

起
立
、ノ
、
待
二テ
小
者
ノ
説
レキ
偈
一ヲ
、
歸
二テ
本
位
一ニ
問
訊
ス
。

五
人
普
同
問
訊
、ノ
、
共
ニ
徐シ

ョ

徐く
ト
、ノ
、
進
レテ
歩
ヲ
近
レテ

机
ニ
、
三
人
長
跪
。
手
巾
小
者
左
右
相
向
テ

立
ツ
。

維
那
、
合
掌
、ノ
唱
二フ
浴
籌
偈
一ヲ
。
用
僧
及
ヒ
大
衆
同

音
ニ
誦
レ、ノ
偈
ヲ
云
ク
。

⑥諸
佛
聖
僧
衆　

菩
薩
衆
和
合

⑤香
湯
薫
沐
澡
諸
垢　

法
身
具
足
五
分
充

般
若
圓
照
解
脱
滿　

群
生
同
會
法
界
容

〈
偈
了
テ
香
湯
ヲ
受
ケ
潅
澡
ス
。
淨
水
ノ
人
、
淨

水
ノ
偈
ヲ
唱
テ
、
淨
水
ヲ
受
ケ
潅
洗
、ノ
、
維
那

ト
同
立
ツ
。
維
那
左
ニ
轉
、ノ
、
香
湯
ノ
人
ノ
後

ヲ
歴
テ
、
本
位
ニ
歸
ル
。
淨
水
ノ
人
、
又
横
ニ

進
テ
香
湯
瓶
ノ
處
ニ
至
テ
、
香
湯
ノ
人
ノ
来
ヲ

待
テ
同
時
ニ
問
訊
胡
跪
、ノ
偈
ヲ
唱
テ
、
左
ニ
轉
、ノ

本
位
ニ
歸
ル
。
五
人
次
第
ニ
是
ノ
如
シ
。
手
巾

ノ
人
ノ
位
ニ
歸
ル
ヲ
待
テ
、
維
那
進
前
焼
香
三

拜
、ノ
、
五
人
同
時
ニ
問
訊
、ノ
徐
々
ト
、ノ
進
前
、ノ
机

前
ニ
胡
跪
ス
。
維
那
先
ツ
立
テ
、
籌
ヲ
出
シ
兩

手
ニ
齊
ク
持
、ノ
、
坐
、ノ
浴
籌
ノ
偈
ヲ
唱
フ
。（
二

ウ
）
衆
和
ス
偈
云
。〉

⑥諸
佛
聖
僧
衆　
〈
和
〉
菩
薩
衆
和
合 　

香
湯
浴
淨

那
徐
ク
横
歩
シ
進
二ム
香
湯
瓶
ノ
前
一ニ
。兩
人
同
ク
問
訊
シ
、

長
跪
合
掌
、
維
那
先
ツ
唱
二フ
香
湯
ノ
偈
一ヲ
。

⑤　

香
湯
偈

香
湯
薫
沐
澡
諸
垢　

法
身
具
足
五
分
充

般
若
圓
照
解
脱
滿　

群
生
同
會
法
界
容

偈
了
、
淨
水
ノ

人
唱
二フ

淨
水
ノ

偈
一ヲ
。
維
那
左
手
ニ

取
二リ
香
湯
ノ
瓶
一、
右
掌
ニ
受
二ケ
香
水
一ヲ
、
兩
手
ニ
潅
洗

而
左
手
ニ

取
二

手
巾
ヲ

拭
レ

手
了
、
且
ク

待
二テ

淨
水
ノ

人
ノ

洗
レ

手
了
一ヲ
、
左
手
ニ

挫
レテ

机
ヲ

而
兩
人
共
ニ

起

立
問
訊
ス
。
香
湯
兩
手
巾
ノ

人
ト
、
進
二ミ

瓶
前
一ニ
、

唱
レ
偈
同
レシ
前
ニ
。
維
那
ハ
左
ニ
轉
身
、ノ
、
歴
二テ
手
巾
ノ

背
後
一ヲ
、
歸
二ル
本
位
一ニ
。
乃
展
二テ
坐
具
一
三
拜
ス
。
起

立
、ノ

待
三テ

手
巾
ノ

人
ノ
、
唱
レ

偈
歸
二ヲ

本
位
一、五
人
普

同
問
訊
、ノ
、
共
ニ

徐
徐
、ノ

進
レテ

歩
ヲ

近
レ

机
ヲ
、
三
人

長
跪
ス
。
兩
手
巾
左
右
ニ

相
向
テ

立
ツ
。
維
那
開
二

籌
箱
取
レリ

籌
ヲ
、
兩
手
ニ

提
起
シ

挙
二ス

浴
籌
ノ

偈
一ヲ
。

大
衆
同
ク
自
二リ
第
二
句
一
和
ス
。

⑥　

浴
籌
ノ
偈         

諸
佛
聖
僧
集　

菩
薩
衆
和
合 

⑤　

香
湯
偈

　
　

香
湯
薫
沐
澡
諸
垢　

法
身
具
足
五
分
充

　
　

般
若
圓
照
解
脱
滿　

群
生
同
會
法
界
容融

偈
了
テ

左
手
ニ

取
レリ

瓶
ヲ
、
右
手
ニ

受
レテ

湯
ヲ

盥
掌
シ
、

左
手
ニ
把
レテ
巾
ヲ
拭
ヒ
了
テ
、
待
二テ
淨
水
ノ
盥
掌
シ
訖
一ヲ
、

支
レテ
机
ヲ
而
起
ツ
。
香
湯
及
ヒ
兩
巾
モ
進
前
、ノ
唱
偈
盥

掌
共
ニ

同
レシ

上
ニ
。
唱
白
左
ニ

轉
身
、ノ
、
經
二テ

手
巾
ノ

後ウ
一ヲ
、
歸
二テ
本
位
一ニ
展
具
三
拜
シ
、
五
人
ノ
盥
掌
了
テ
、

歸
二テ

本
位
一ニ

相
揖
、ノ
、
進
二ム

机
前
一ニ
。
三
人
ハ

正
面
ニ

跪
下
シ
、
手
巾
ハ
東
西
ニ
跪
下
、ノ
兩
対
ス
。
唱
白
開
レテ

匣
ヲ

出
レシ

籌
ヲ
、
捧
テ

挙
二

浴
籌
ノ

偈
一ヲ
。
從
二

菩
薩
一

衆
和
ス
。

⑥　

浴
籌
偈                     （
頁
八
〇
八
）

　
　

諸
佛
聖
僧
集　

菩
薩
衆
和
合
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香
湯
浴
淨シ
ャ
ウ
チ
ウ
籌　

布
薩
度
衆
生

維
那
取
レ

籌
ヲ
、
至
二テ

淨
浴
籌
ノ

處
一ニ
、
淨
籌
ス
。

所ユ
ハ
ユ
ル謂
、
上カ
ミ
ヲ
ハ
浴
二シ
香
湯
一ニ
、
下シ
モ
ヲ
ハ
浴
二ス
淨
水
一ニ
。
偈

畢
テ

手
巾
小
者
ノ

人
、
左
右
ニ

取
二テ

手
巾
一ヲ
、
五
人

相
並
テ
退
レテ
歩
ヲ
、
至
二テ
席
端
一ニ
問
訊
、ノ
、
先
ツ
香
湯
ノ

人
、
進
テ
近
二テ
槌
邊
一ニ
問
訊
、ノ
、
去サ
ケ

二テ
袱
子
一ヲ
、
以
二テ

香
水
一ヲ

浴
二シ

槌
柄
一ヲ
、
又
タ

問
訊
、ノ
覆ヲ
ゝ

二ウ

袱
子
一ヲ
。
此

時
淨
水
ノ

人
、
進
二ム

主
人
ノ

前
一ニ
。
維
那
ハ

起
二テ

槌

邊
一ニ
問
訊
、ノ
、
去サ
二ケ
袱
子
一ヲ
、
左
二
肩
ニ
、ノ
籌
一ヲ
、
待
二テ

大
衆
ノ

説
レキ

偈
ヲ

洗
レイ

手
ヲ

了
一ル
ヲ
、
白
槌
一
下
、
高

聲
ニ
白
。
維
那
鳴
レ
槌
、
白マ
フ
ス
衆
ニ
、
云
ク
。

⑦敬
テ
白
ス
。
諸
佛
子
等
、
合
レセ
掌
ヲ
、
至イ

タ
レ、ノ
心
ヲ
聴キ

ケ
。

大
衆
合
掌
、
默
然
ト
、ノ
聞
ク
。
維コ
レ
南
閻
浮
提
大
日

籌　

布
薩
度
衆
生

〈
維
那
偈
ヲ
挙
、ノ
、
上
ヲ
香
湯
ニ
浴
シ
、
下
ヲ
浄

水
ニ
浴
ス
。
偈
了
テ
五
人
同
時
ニ
各
自
ノ
器
物

ヲ
持
、ノ
立
ツ
。
維
那
籌
ヲ
持
シ
テ
槌
邉
ニ
臻
ル
。

香
湯
手
巾
一
人
相
随
テ
槌
ヲ
浴
、ノ
槌
邉
ニ
坐
ス
。

淨
人
ノ
人
手
巾
一
人
ハ
、
和
尚
ノ
前
ニ
至
テ
洗

手
セ
シ
ム
。
和
尚
偈
ヲ
唱
テ
洗
浄
ス
。
次
第
ニ

是
ノ
如
シ
。
浄
水
ノ
了
ヲ
待
テ
、
香
湯
及
手
巾

一
人
和
尚
ノ
前
ニ
至
テ
浴
セ
シ
ム
。
和
尚
ヨ
リ

偈
ヲ
唱
テ
浴
ス
。
次
第
ニ
是
ノ
如
シ
。
浄
水
及

手
巾
一
人
ハ
、
始
メ
香
湯
ノ
居
タ
（
三
オ
）
ル

處
ニ
至
テ
香
湯
ノ
了
ヲ
マ
ツ
。
香
湯
了
テ
四
人

同
時
ニ
正
面
ニ
問
訊
、ノ
、
各
自
ノ
器
物
机
上
ニ

収
メ
、
本
位
ニ
歸
ル
。
維
那
籌
ヲ
左
手
ニ
持
シ
、

右
手
ニ
テ
袱
子
ヲ
去
テ
左
手
ニ
掛
テ
、
白
槌
一

下
シ
テ
唱
白
ヲ
唱
フ
。
大
衆
合
掌
ス
。〉

⑦敬
テ
白
ス
。
諸
佛
子
等
合ア

レ
掌
ヲ
。
至
レタ
、ノ
心
ヲ
聴
玉
ヘ
。

各
随
レテ
聲
ヘ
ニ
作
レナ
セ
念
ヲ
維
レ

香
湯
浴
淨
籌　

布
薩
度
衆
生

維
那
至
二テ
浴
淨
籌
ノ
處
一ニ
、
浴
籌
ス
。
謂
ル
上
ヲ
ハ
浴
二

香
湯
一ニ
、
下
ハ
浴
二ス
淨
水
一ニ
。
偈
了
テ
兩
手
巾
ノ
人
左

右
ニ

取
二リ

手
巾
一ヲ
、
五
人
相
並
テ
、
退
レテ

歩
ヲ

到
二テ

席

端
一ニ
問
訊
ス
。
先
ツ
香
湯
ノ
人
進
テ
近
二テ
槌
邉
一ニ
問
訊
、ノ
、

去
二テ
袱
子
一ヲ
、
以
二テ
香
水
一ヲ
浴
二
槌
柄
一ヲ
。
又
タ
問
訊
、ノ

覆
二
袱
子
一。
此
時
淨
水
ノ
人
ハ
從
二リ
主
人
ノ
前
一
次
第
ニ

引
二ク

淨
水
一ヲ
。
手
巾
ノ

人
相
隨
。
次
ニ

香
湯
ノ

人
、

引
二ク
香
湯
一ヲ
。
主
人
大
衆
皆
ナ
唱
レヘ
偈
ヲ
、
洗
レフ
手
也
。

維
那
ハ
立
二ツ
テ
槌
邉
ニ
問
訊
、ノ
去
二テ
袱
子
一ヲ
、
左
二
肩
ニ
、ノ

籌
一ヲ
、
待
二テ
大
衆
唱
レ
偈
洗
レ
手
了
一ヲ
、
白
槌
一
下
、ノ

高
聲
ニ
白
レ、ノ
衆
ニ
云
ク
。

⑦敬
テ
白
ス
。
諸
佛
子
等
、
合ア
ハ
セ
掌
ヲ
、
至
心
ニ
聴
玉
ヘ
。

〈
大
衆
合
掌
、ノ、
默
然
ト
、ノ
聞
ク
〉
維
レ
南
閻
浮
提
大 　

　

香
湯
浴
浄
籌　

布
薩
度
衆
生

到
二テ
浴
浄
籌
ノ
句
一ニ
、
唱
白
執
二テ
籌
ヲ
、
頭
ラ
ヲ
浴
レシ
湯
ニ

尾ス
ヘ
ヲ

浴
レシ

水
ニ
、
偈
了
テ

兩
巾
共
ニ

兩
手
ニ

握
レリ

巾
ヲ
、

向
二テ
正
面
一ニ
五
人
相
並
テ
、
退
歩
、ノ
而
揖
ス
。
時
ニ
香

湯
ハ

進
テ

至
二テ

槌
邉
一ニ

而
揖
、ノ
、
去
レテ

袱
ヲ

滴
レテ

湯
ヲ
、

浴
二シ
槌
砧
一ヲ
了
テ
、
覆
レテ
袱
ヲ
且
ク
休
ス
。
淨
水
ハ
從
二

戒
師
一
次
第
ニ
行ヒ
レク
水
ヲ
。
一
巾
相
ヒ
隨
フ
。
相
ヒ
対
、ノ

唱
レテ
偈
ヲ
盥
掌
ス
。
大
衆
和
レス
之
ヲ
。
水
訖
テ
且
ク
休
ス
。

次
ニ

行
二ク

香
湯
一ヲ
。
作
法
同
レシ

水
ニ
。
水
湯
了
畢
、ノ
、

唱
白
向
レテ
槌
ニ
問
訊
、ノ
去
レテ
袱
ヲ
、
左
二
肩
ニ
、ノ
於
籌
一ヲ
、

鳴
槌
一
下
、ノ

白
レス

衆
ニ
。
即
平
聲
ニ

白
ス
。
不
レ

用
レヒ

唱
ヲ
。

⑦敬
テ
白
ス
。
諸
佛
子
等
合
レテ
掌
ヲ
、至
心
ニ
聴
玉
ヘ
。〈
已

下
十
有
八
行
ハ
、
白
ニ
、ノ

而
非
レ

唱
ニ
。
大
衆
ハ

合
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本
國
某
道
某
州
某
郡
某
莊
某
寺
僧
伽
藍
處シ
ョ
ニ
、ノ
、

出
家
在
家
ノ
菩
薩
等
、
自ミ
ラ
惟ヲ
モ
ンミ
レ
ハ
我
カ
本
師
釋
迦

牟
尼
佛
、
告
二テ

諸
菩
薩
一ニ

言ノ
タ
マワ
ク
。
我
レ

今イ
マ

、
半
月

ク
ワ
ツ

半
月
、
自ミ

ラ

誦
二ス

諸
佛
ノ

法
戒
一ヲ
。
汝ナ
ン
タ
チ等
、
一
切
ノ

發
心
ノ

菩
薩
モ

亦
誦
シ
、
乃
至
十シ
ツ
ホ
ツ發
趣
、
十シ
ユ
ウ長
養
、

十
金
剛
、
十
地
ノ
諸
菩
薩
モ
亦
誦
ス
。
是コ
ノ

故
ニ
戒
光

從ヨ
リ

レ
口
出イ
ツ

。
有
レリ
縁
非
レス
無
レキ
ニ
因
。
故カ
ル
ユ
エ
光
光
非
二ス

青シ
ャ
ク
ロ
ウ
黄
赤
白
黒
一ニ
、
非
レス
色
ニ
非
レ
心
ニ
、
非
レ
有
ニ
非
レ

無
ニ
、
非ア

二ス

因
果
ノ

法
一ニ
モ
。
是
レ

諸
佛
ノ

之
本
源
、

行キ
ャ
ウ菩
薩
道
ノ

之
根
本
ナ
リ
。
是
レ

大
衆
諸
佛
子
ノ

之

根
本
ナ
リ
。
是
ノ

故
ニ

大
衆
諸
佛
子
、
應
二ニ

受
持
、

應
二シ

讀
誦
一ス
。
所ユ

ヘ
ニ以

、
今
與ト

レ

衆
布
薩
、ノ
、
誦
二ス

諸

佛
ノ
法
戒
一ヲ
。
以
二テ
此
ノ
功
徳
一ヲ
、資シ
下
益
シ
天
龍
八
部
、

土
地
伽カ

藍ラ
ン

上ヲ
、
回
下

向
ス

三
界
ノ

萬
靈
、
十
方
ノ

眞

宰
上ニ
。

皇ク
ワ
ウ
テ
イ
ヘ
イ
カ

帝
陛
下
、
聖セ
イ
ク
ワ化
無ナ

レク

彊キ
ワ
マリ
、
王
公
百
官
、
文フ
ン
フ武

萬ハ
ン
セ
イ姓
、
同
シ
ク

成ナ

二シ

桃
李
之
ノ

蹊ミ
チ

一ヲ
、
皆ミ
ナ

守マ
モ

下ラ
ン

葵キ
ク
ワ
ク藿

之ノ

節
上ヲ
。
伽
藍
鎮
静
ニ
、ノ
、
一
衆
安
寧子

イ
ナ
ラ
ン
。
佛
日

増マ
レシ

輝ヒ
カ
リ
ヲ
、
法
輪
常
ニ

轉
セ
ン
。
檀
信
施
主
、
増
下

師
僧
父
母
圓
二
滿マ
ン

種
智
一ヲ
。見
聞
隨
喜
、虚
空
法
界
、

三
途
八
難
、
有
性
無
情
、
皆
ナ

住
二ス

當
々
法
身
一ニ
。

我
レ
等
ラ
誓
ラ
ク
ハ
與ト

二
一
切
衆
生
一
、
從
二リ
此
ノ
閻
浮

提
一
、
直
ニ
至
二ラ
ン
本
道
場
一ニ
。

　

又
白
槌
一
下
シ
テ
云

日
本
國
〈
某
道
某
州
某
郡
某
莊
某
山
某
寺
〉
僧

伽
藍
處
、
出
家
在
家
ノ

菩
薩
等
、
自ミ

惟
レ

我
カ

本ホ
ム

師
釋
迦
牟
尼
佛
、
告
テ
諸
ノ
菩
薩サ
ツ
ニ
言
ク
。
我
レ
今イ
マ
、

半
月
半
月
ニ
、
自ミ
ラ

誦
二ス

諸
佛
法
戒
一ヲ
。
汝
チ

等
、

一
切サ
イ
發
心
ノ
菩
薩サ
ツ
モ
亦
タ
誦
ス
ヘ
シ
、
乃
至
シ
十
發
趣
、

十ウ

長
養
、
十ウ

金
剛
、
十シ
ウ
地
ノ
諸
ノ
菩
薩サ
ツ
モ
亦
タ
誦
ス
。

是
ノ
故ユ
ヘ
ニ
戒
光
從
レリ
口
出
ツ
。
有ア
レリ
縁
非
レズ
無
レキ
ニ
因
。

故ユ
ヘ
ニ
光
光
ハ
非
二ズ
青
黄
赤
シ
ャ
ク白
黒
一ニ
、非
レズ
色キ
ニ
非
レ
心
ニ
、

非ア
ラ

レズ
有
ニ
非ア
ラ

レズ
無
ニ
、
非
二
因
果
ノ
法
一ニ
。
是
レ
諸
佛ツ
ノ

之
本
源
、
行
菩
薩サ
ツ

道
ノ
之
根
本
ナ
リ
。
是
レ
大
衆
諸

佛
子
ノ
之
根
本
ナ
リ
。
是
ノ
故ユ
ヘ
ニ
大
衆
諸
佛
子
、
應ベ
二ク

受
持
一ス
、
應ベ
二シ

讀
誦
一ス
。
所コ
ノ
ユ
ヘ以
ニ
、
今
マ

與
レト

衆
ト

布

薩サ
シ
テ
、
誦
二ス
諸
佛
ノ
法
戒
一ヲ
。
以モ
ツ

二テ
此
功
徳
一ヲ
、
資
二

益ヤ
ク
シ

天
龍ウ
ハ
チ八
部
、
土
地
伽
藍
一ヲ
、
回
二

向
ス

三
界カ
イ
ノ

萬
靈イ

、
十
方
ノ
眞
宰
一ニ
。

皇
帝
陛ヘ
イ
下
、
聖
化ク
ワ
無ナ
レシ

彊
リ
、
王
公
百
官
、
文
武

萬
姓イ

、
同
ク

成
シ

桃
李
ノ

之
蹊ミ
チ

一ヲ
、
皆ミ
ナ
守
ラ
ヌ

葵
藿
ノ

之
節
一
。
伽
藍
鎮
静
ニ
、ノ
、
一
衆シ
ウ

安
寧
ナ
ラ
ン
。
佛
日

増
レシ
輝カ
リ
ヲ
、
法
輪
常
ニ
轉
シ
、
檀
信シ
ヌ

施
主
、
増
二
長

掌
ス
〉
維
レ
南
閻
浮
提
、
大
日
本
國
、
某
ノ
道
某
ノ

州
某
ノ
郡
某
ノ
莊
某
ノ
山
某
ノ
寺
、
僧
伽
藍
ノ
處
ニ
、ノ
、

出
家
在
家
ノ
菩
薩
等
、
自ミ

惟
レ
ハ
、
我
カ
本
師
釋
迦

牟
尼
佛
、
告
二テ

諸
ノ

菩
薩
一ニ

言
ク
。
我
レ

今
半
月
半

月
ニ

自ミ

誦
二ス

諸
佛
ノ

法
戒
一ヲ
。
汝
等
タ
チ

一
切
發
心
ノ

菩
薩
モ
亦
タ
誦
ス
ヘ
シ
。
乃
至
十
フ
發
趣
、
十
フ
長
養
、

十
フ
金
剛
、
十
フ
地
ノ
諸
ノ
菩
薩
モ
亦
タ
誦
ス
ヘ
シ
。
是
ノ
故
ニ

戒
光
從
レリ

口
出
ツ
。
有
レリ

縁
非
レカ

無
レキ
ニ

因
故
ニ
。
光

光
ハ
非
二ス
青
黄
赤
白
黒
一ニ
、
非
レ
色
ニ
非
レ
心
ニ
、
非
レ

有
ニ

非
レ

無
ニ
、
非
二

因
果
ノ

法
一ニ
。
是
レ

諸
佛
ノ

之

本
源
ナ
リ
。
行
二ス
ル
ノ

菩
薩
道
一ヲ

之
根
本
ナ
リ
。
是
レ

大

衆
諸
佛
子
ノ
之
根
本
ナ
リ
。
是
ノ
故
ニ
大
衆
諸
佛
子
、

應ヘシ
二ニ

受
持
一ス
、
應ヘシ
二ニ

讀
誦
一ス
。
所コ
ノ

以ユ
ヘ
ニ
、
今
與ト
モ

レニ

衆
ト

布
薩
、ノ
、
誦
二ス

諸
佛
ノ

法
戒
一ヲ
。
以
二テ

此
ノ

功
徳
一ヲ
、

資
二

益
シ

天
龍
八
部
、
土
地
伽
藍
一ヲ
、
回
二

向
ス

三

界
ノ
萬
靈
十
方
ノ
眞
宰
一ニ
。

皇
帝
陛ヘ

イ

下
聖
化
無
レシ
彊カ
ギ
リ
。
王
公
百
官
文
武
萬
姓セ
イ

、

同
ク
成
二シ
桃
李
ノ
之
蹊
一ヲ
、
皆
守
二ン
葵
藿
ノ
之
節
一ヲ
。

伽
藍
鎮
静
ニ
、ノ
、
一
衆
安
寧
ニ
、（
頁
八
〇
九
）
佛
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長チ
ャ
ウセ
ン
福
慧
一ヲ
。
師
僧
父
母
、
圓
滿
二セ
ン
種
智
一ヲ
。
見

聞
隨
喜
、
虚
空
法
界
、
三
途ツ

ハ
ノ八
難
、
有
性シ
ャ
ウ無
情シ
ャ
ウ、

皆
ナ
住
二ス
當
當
ノ
法
身
一ニ
。
我ワ
レ
ラ等
誓チ
カ
ツ
テ
與
二ト
一
切
ノ
衆

生
一
、
從ヨ
二リ
此
ノ
閻
浮
提
一
、
直
ニ
至
二ラ
ン
本
道
場
一ニ
。

〈
鳴
レ
槌
一
下
。〉

⑧諸
佛
子
諦ア
カ
ニ
聽キ
ケ
。
此
ノ
菩
薩
戒
蔵
ハ
、
三
世
ノ
諸
佛

菩
薩
モ
同
ク
誦
ス
。
衆
中
未
レタ
發ヲ
二サ
菩
提
心
一ヲ
、
未サラ

ンレタ

受
下ケ
菩
薩
戒
上ヲ
者
ノ
ハ
出イ
テ
ヨ
。〈
鳴
レ
槌
一
下
。〉

諸
佛
子
諦
聴
ケ
。
此
ノ
中ナ
カ

、
未
發ホ
ツ

未
受
ノ
者
ノ
ハ
已
ニ

出イ
テ
ヌ
。
汝ナ
ン
タ
チ等
、
從ヨ
リ

二
今
身
一
至イ
二ル
マ
テ
佛
身
一ニ
、
能
ク
捨ス
レテ

邪
ヲ
歸キ
レシ
正
ニ
、
發ヲ
下コ
シ
菩
提
心
上ヲ
、
斷
レシ
悪
ヲ
修
レシ
善
ヲ
、

持タ
モ
チ
菩
薩
戒カ

イ
一ヲ
、行シ
二テ
ン
ヤ
菩
薩
ノ
行
一ヲ
否イ

ナ
ヤ
。〈
衆
答コ

タ
フ
、

能ヨ
ク

行
セ
ン
。　

鳴
レ一ー
槌
ヲ
一
下
。〉

諸
佛
子
諦
聽
ケ
。
衆
中
誰タ

レ
カ

小
小
者
収
護
。〈
三
ヒ

唱
テ
、
鳴
レ一ー
槌
一
下
。〉

諸
佛
子
諦
聽
ケ
。
外
ア
ラ
ハ

ニ

有イ
マ

下サ
ハ

清
淨
ノ

大
菩
薩
摩
訶

薩
上
入イ

ツ
タ
マ
エ
。〈

イ
リ
タ
マ
エ

三
唱
テ
鳴
レ
槌
一
下
。〉

⑧諸
佛
子
諦ア

ニ
聽
。
此
ノ
菩
薩
戒
蔵
ハ
、
三
世
ノ
諸
佛

菩
薩
モ
同
ク
誦
ス
。
衆
中
ニ
未
レタ
發
二セ
菩
提
心
一ヲ
、
未ル
レタ

受
二ケ
菩
薩
戒
者
一ハ
出
テ
ヨ
。（
四
オ
）

　

衆
中
ヨ
リ
三
唱
、ノ
又
槌
一
下
、ノ
云
。

諸
佛
子
諦
ニ
聴
。
此
ノ
中
カ
ノ
未
發
未
受
ノ
者
ノ
ハ
已
ニ

出
テ
ヌ
。
汝
等
從
二リ
今
身
一
至
ル
マ
テ
佛
身
一ニ
、
能
ク
捨
レテ

邪
ヲ
歸
レシ
正
ニ
、
發
二シ
菩
提
心
一ヲ
、
斷
レシ
悪
ヲ
修
レシ
善
ヲ
、

持
二チ
菩
薩
ノ
戒
一ヲ
、
行
二ン
ヤ
菩
薩
行
一ヲ
否イ
ナ
ヤ。　

衆
答
云

　

能
ク
行
ス
。

　

汝
等
ヨ
リ
三
唱
三
答
、ノ
、
又
槌
一
下
、ノ
云
。

諸
佛
子
諦
ニ
聽
。
衆
中
誰
レ
カ
小
ナ
ル
。
小
ナ
ル
者
ハ
収

護
セ
ヨ
。

シ
福
慧
一ヲ
、
師
僧
父
母
、
圓
二
滿
セ
ン
種
智
一ヲ
。
見
聞

隨イ

喜
、
虚
空
法
界
、
三
途
八
難
、
有
性
無
情
、

皆
ナ
住ジ
ウ

二ス
當
當
ノ
法
身
一ニ
。我レ

等
ラ
誓
チ
カ
ウ與ト

二
一
切
衆ウ

生
一ト
、

從ヨ
二リ

此
ノ

閻
浮
提
一、
直チ
キ
ニ

至
二ラ
ン

本
道
場
一ニ
。〈
鳴
槌

一
下
、ノ
云
ク
。〉

⑧諸
佛
子
諦
ニ
聽キ
キ
玉
ヘ
。
此
ノ
菩
薩サ
ツ

戒
蔵
ハ
、
三
世
ノ
諸

佛
菩
薩
モ

同
ク

誦
ス
。
衆
中
ニ

未イ
マ

レタ

發ハ
二セ

菩
提
心
一ヲ
、

未イ
マ

レタ
受

ル

二ケ
菩
薩
戒
一
者モ
ノ
ハ
出
ヨ
。

〈
衆
中
未
発
以
下
三
唱
。
三
唱
了
而
鳴
槌
一
下
、ノ

云
ク
。〉

諸
佛
子
諦
ニ
聽キ
キ
玉
ヘ
。
此
ノ
中ウ
チ
未
發
ツ
未
受
ノ
者モ
ノ
ハ
已ス
テ
ニ

出
ス
。
汝
等
從
二リ
今
身
一
至
二マ
テ
佛ブ
ツ

身
一ニ
、
能
ク
捨
レテ
邪
ヲ

歸
シ

正
ニ
、
發ヲ
二コ
シ

菩
提
心
ヲ
、
斷
レヲ

悪
ヲ

修
レト

善
ヲ
、

持モ
二チ
菩
薩
戒
一ヲ
、行
二ン
ヤ
菩
薩サ
ツ

行
一ヲ
否
ヤ
。〈
以
下
三
唱
。

三
唱
大
衆
、
同
音
答
テ
云
ク
。〉

能
ク
行
。〈
三
唱
シ
了
テ
而
鳴
槌
ヲ
一
下
、ノ
云
ク
。〉

諸
佛
子
諦
ニ
聽キ
キ
玉
ヘ
。
衆
中
誰タ
レ
カ
小
ナ
ル
。
小
ナ
ル
者
ノ
ハ

日
増
レシ
テ
輝
ヲ
、
法
輪
常
ニ
轉
シ
、
檀
信
施
主
増
二
長
シ

福
慧
一ヲ
、
師
僧
父
母
圓
二
滿
シ
種
智
一ヲ
、
見
聞
隨
喜

虚
空
法
界
、
三
途
八
難
、
有
性
無
情
、
皆
ナ
住
二セ
ン

當
當
ノ

法
身
一ニ
。
我
等
ラ

誓
ラ
ク
ハ

與ト

二

一
切
衆
生
一
、

從
二リ
此
ノ
閻
浮
提
一
、
直チ
キ
ニ
至
二ラ
ン
本
道
場
一ニ
。〈
白
了
テ

鳴
槌
一
下
。
從
レ、ノ
次
キ
而
下
ハ
須ヘシ
レク
唱
ス
。〉

⑧諸
佛
子
諦
聽
玉
ヘ
。
此
ノ

菩
薩
戒
蔵
ハ
、
三
世
ノ

諸

佛
モ

菩
薩
モ

同
ク

誦
ス
。
衆
中
未
レタ

發
二セ

菩
提
心
一ヲ
、

未ル
レタ
受
二ケ
菩
薩
戒
一ヲ
者
ハ
出
ヨ
。

〈
衆
中
未
発
ヨ
リ
以
下
ハ
、
三
唱
ス
。
了
テ
一
下
、ノ
云
。〉

諸
佛
子
諦
ニ

聴
玉
ヘ
。
此
ノ

中
チ

未
發
未
受
者
ノ
ハ

已

出
ル
。
汝
等
チ
從
二リ
今
身
一
至
二マ
テ
佛
身
一ニ
、
能
ク
捨
レテ

邪
ヲ
歸
レシ
正
ニ
、
發
二シ
菩
提
心
一ヲ
、
斷
レシ
悪
ヲ
修
レシ
善
ヲ
、

持
二チ
菩
薩
戒
ヲ
、
行
二セ
ン
ヤ
菩
薩
ノ
行
一ヲ
否
ヤ
。〈
從
二
汝

等
一
、
至
レテ
否
ニ
三
唱
。
大
衆
モ
同
音
ニ
答
ヲ
云
ク
。〉

能
ク
行
セ
ン
。〈
三
答
了
テ
一
下
、ノ
云
ク
。〉

諸
佛
子
諦
ニ
聴
ヘ
。
衆
中
誰
レ
カ
小
ナ
ル
。
小
ナ
ル
者
ノ
ハ

収
護
セ
ヨ
。〈
此
ノ
時
小
者
起
テ
到
二テ
槌
ノ
倚
一ニ
、胡
跪
ス
。
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諸
佛
子
諦
聽
ケ
。
衆
中
ノ
小
者
已ス
ニ
収
護コ

、
外
ニ
有イ
マ
ス

清
淨
ノ
大
菩
薩
已
イ
リ
ヌ

ニ
入イ
レ
リ
。
内
外
寂
静
ニ
、ノ
、
無
二シ

諸
ノ

難
事
一。
堪
タ
エ
ンレタ
リ

可ヘ
キ

下ニ

行
キ
ャ
ウレシ

籌チ
ウ
ヲ

廣ヒ
ロ
ク

作ナ

中ス

布フ

薩サ
ツ

上ヲ
。

我カ

菩
薩
比
丘
某
甲
爲タ
メ

レニ
衆
ノ
行
レシ
テ
籌
ヲ
布
薩
ス
。
衆
ヘ
シ

當マ
下ニ
一
心
念
、ノ
布
薩
上ス
。願
ハ
上
中
下
座
、各ヲ
ノ
く
次
第
ニ

如
法
ニ
受ウ
ケ

レム
也
籌
ヲ
。〈
鳴
レ一ー
槌
一
下
。〉

鳴ナ
ラ

レシ
槌
ヲ
了
テ
、
兩
手
横
ヨ
コ
タレエ
籌
ヲ
、
問
訊
、ノ
歴
二テ
卓
ノ
西

邊
一ヲ
、
到
二テ
正
面
一ニ
問
訊
、ノ
、
近
テ
卓
ノ
前
一ニ
、
行
二ス
聖

僧
一ニ
。
僧
數
隨
レ

處
。
卓
ノ

前
ニ

問
訊
、ノ
、
右
ニ

轉
レ、ノ

身
ヲ
、
從
二

上カ
ミ
サ座

一、
次
第
ニ

行
レ

籌
ヲ
。〈
但
シ

主
人

前
ニ
問
訊
ス
〉

大
衆
受
レケ
籌
ヲ
、
各
ノ
誦
、ノ
偈
ヲ
云
ク
。

　
〈
衆
中
ヨ
リ
三
唱
、
小
者
即
チ
収
具
、ノ
位
ヲ
出

デ
、
槌
邉
ニ
至
テ
傍
ニ
跪
坐
ス
。
又
槌
一
下
、ノ
云
。〉

諸
佛
子
諦
ニ

聽
ケ
。
外
ニ

有
二ラ
バ

清
淨
ノ

大
菩
薩
摩
一

訶
薩
入
リ
玉
ヘ
。

　
〈
外
有
ヨ
リ
三
唱
シ
テ
、
又
槌
一
下
シ
テ
云
。〉

諸
佛
子
諦
ニ
聽
ケ
。
衆
中
ノ
小
者
已
ニ
収
護
シ
、
外
ニ

有
ル

清
淨
ノ

大
菩
薩
已
ニ

入
レ
リ
。
内
外
寂
静
ニ
、ノ
、

無
二シ

諸
ノ

難
事
一。
堪
レタ
リ

可
三キ
ニ

行
レ、ノ

籌
ヲ

廣
ク

作
二ス

布

薩
一ヲ
、
我
カ

菩
薩
（
四
ウ
）
比
丘
某
甲
爲
レメ
ニ

衆
ノ

行
レシ
籌
ヲ
布
薩
ス
。
衆
當
下ニ
一
心
ニ
念
、ノ
布
薩
上ス
。
願
ク
ハ

上
中
下
座
各ヲ
く
次
第
如
法
ニ
受
レケ
ヨ
籌
ヲ
。

〈
願
上
ヨ
リ
三
唱
シ
、
槌
一
下
、ノ
兩
手
ニ
籌
ヲ
捧

シ
、
卓
前
ニ
進
テ
籌
三
本
ヲ
以
テ
聖
像
ニ
献
シ
、

小
籌
二
本
ヲ
淨
水
香
湯
ノ
器
ニ
挿
ミ
、
又
問
訊

シ
テ
右
ニ
轉
ジ
和
尚
ノ
前
ニ
至
テ
、
次
第
ニ
籌

ヲ
行
ク
。
和
尚
ヨ
リ
次
第
ニ
偈
ヲ
唱
テ
受
籌
ス
。

偈
云
。〉

収
護
セ
ヨ
。

〈
鳴
槌
一
下
、ノ
云
ク
。〉

諸
佛
子
諦
ニ

聽キ
キ
玉
ヘ
。
外
ニ

有
二ラ
ハ

清
淨
ノ

大
菩
薩サ
ツ
摩

訶
薩
入
リ
玉
ヘ
。

〈
三
唱
シ
了
テ
而
鳴
槌
一
下
、ノ
云
ク
。〉

諸
佛
子
諦
ニ
聽キ
キ
玉
ヘ
。
衆
中
ノ
小
者
已ス
テ
ニ
収
護
シ
、
外
ニ

有ア
二ル

清
淨
ノ

大
菩
薩サ
ツ

已
ニ

入
レ
リ
。
内
外
寂
静
ニ
、ノ
、

無
二シ

諸
ノ

難
事
。
堪
レタ
リ

可
キ
ニ

行
レ、ノ

籌
ヲ

廣
ク

作
二ス
ベ
キ

布
薩
ヲ
。
我
カ
菩
薩サ
ツ

比
丘
〈
某
甲
〉
爲
レメ
ニ
衆
ノ
行
レシ

籌
ヲ
布
薩
ス
。
衆
當シ
二ニ
一
心
ニ
念
、ノ
布
薩
ス
。
願
ク
ハ
上

中
下
座
各ヲ
ノ
ヲ
ノ
次
第
如
法
ニ
受
レ
玉
ヘ
籌
ヲ
。

〈
願
上
中
下
以
下
三
唱
ス
。
三
唱
シ
了
テ
鳴
レ
槌
一
下
、ノ

覆
二ヒ
袱
子
一ヲ
、
揖
、ノ
乃
ヒ
兩
手
ニ
横
レヘ
テ
籌
ヲ
、
問
訊
、ノ

歴
二テ

卓
ノ

西
邉
一ヲ

到
二テ

正
面
一、
問
訊
、ノ

近
二テ

卓
ノ

前
一ニ
、

取
二リ
籌
三
本
一ヲ
、
安
二ス
籌
箱
ノ
上
一ニ
。
是
レ
行ヒ
二ク
聖
僧
一ニ

也
。
又
タ
卓
前
ニ
問
訊
シ
右
轉
身
、ノ
、
到
二テ
主
人
ノ
前
一ニ

問
訊
、ノ
行
レク
籌
ヲ
。
次
ニ
從
二リ
首
座
一
次
第
ニ
行
レク
籌
ヲ
。

主
人
大
衆
、受
籌
ノ
時
キ
、各
く
唱
二テ
受
籌
ノ
偈
一ヲ
受
ク
。〉

三
唱
了
テ
、
一
下
、ノ
云
。〉

諸
佛
子
諦
ニ

聽
ヘ
。
外
ニ

有
ル

清
淨
ノ

大
菩
薩
摩
訶

薩
モ
入
リ
玉
ヘ
。

〈
三
唱
了
テ
、
一
下
、ノ
云
ク
。〉

諸
佛
子
諦
ニ
聴
ヘ
。
衆
中
ノ
小
者
已
ニ
収
護
シ
、
外
ニ

有
ル

清
淨
ノ

大
菩
薩
モ

已
ニ

入
玉
フ
。
内
外
寂
静
ニ
、ノ
、

無
二シ

諸
ノ

難
事
一。
堪
レタ
リ

可
三キ
ニ

行
レ、ノ

籌
ヲ

廣
ク

作ナ

二ス

布

薩
一ヲ
。
我
レ

菩
薩
比
丘
〈
唱
白
自ミ

挙
二ス

吾
カ

名
一ヲ

〉

爲
レメ
ニ
衆
ノ
行
レ、ノ
籌
ヲ
布
薩
ス
。
衆
當ヘシ
三ニ
一
心
ニ
念
二ス
布

薩
一ヲ
。
願
ク
ハ

上
中
下
座
、
各
く

次
第
如
法
ニ

受
レ玉
ヘ

籌
ヲ
。

〈
願
ク
ハ
以
下
、
至
レテ
受
レ玉
ヘ
ニ
籌
ヲ
三
唱
、ノ
、
一
下
、ノ
覆
レヒ

袱
ヲ
、
揖
、ノ
、
兩
手
ニ

握ニ
キ

レリ
テ

籌
ヲ
、
至
二テ

正
面
一ニ
、

以
二テ

籌
三
箇
一ヲ
、
安
二ス

匣
上
一ニ
。
是
ハ

行ヒ

二ク

聖
僧
一ニ
、

直ス
ク
ニ
右
ニ
轉
身
、ノ
、
從
二リ
（
頁
八
一
〇
）
戒
師
ノ
前
一
、

行
レク
籌
ヲ
。
共
ニ
唱
レ
偈
ヲ
。〉
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⑨金
剛
無
礙ケ

解
脱
籌チ
ウ　

難
得
難
遇
如
金コ
ン
ク
ワ果

我
今
頂

チ
ャ
ウ
タ
イ戴
歓
喜
受　

一
切
衆
生
亦
如
是

⑪諸
佛
子
諦
聽
ケ
。
次
ニ
行
二セ
ン
在
家
ノ
菩
薩
籌
一ヲ
。〈
三

唱
鳴
槌
一
下
。〉

行
レシ
籌
誦
レル一ー
偈
ヲ
、
同
レシ
前
ニ
。
在
家
行
レシ
籌
ヲ
畢
テ
、

都ト

計ケ

ノ

後
チ
、
維
那
取
レテ

籌
ヲ

還
テ

入
二ル

槌
邊
ノ

之
西

北
一ニ
。
小
者
、
相
随
フ
。
維
那
ハ
東
シ
、
小
者
ハ
西
。

⑨金
剛
無
礙
解
脱
籌　

難
得
難
遇
如
金
果

我
今
頂
戴
歓
喜
受　

一
切
衆
生
亦
如
是

〈
偈
了
テ
、
小
者
和
尚
ノ
前
ニ
進
テ
和
尚
ヨ
リ
次

第
ニ
籌
ヲ
取
ル
。
取
リ
了
テ
籌
ヲ
維
那
ニ
渡
シ
、

亦
傍
ニ
坐
ス
。
維
那
亦
籌
ヲ
持
、ノ
槌
一
下
、ノ
云
。〉

（
五
オ
）

⑪諸
佛
子
諦
ニ
聽
。
次
ニ
行
二ン
在
家
ノ
菩
薩
ニ
籌
一ヲ
。

〈
次
行
ヨ
リ
三
唱
、ノ
又
槌
一
下
、ノ
在
家
ノ
籌
ヲ
行
。

小
者
跡
ヨ
リ
籌
ヲ
取
リ
、
了
テ
維
那
小
者
槌
邉

ヱ
坐
ス
。
維
那
ハ
東
ニ
面
、
小
者
ハ
西
ニ
向
テ
、

相
対
、ノ
籌
ヲ
受
ク
。
先
ツ
維
那
一
籌
ヲ
受
ケ
偈

⑨　

受
籌
ノ
偈

金
剛
無
礙
解
脱
籌　

難
得
難
遇
如
金
果

我
今
頂
戴
歓
喜
受　

一
切
衆
生
亦
如
是

主
人
大
衆
受
レケ
籌
唱
レ
偈
了
レ
ハ
、
小
者
從
二リ
主
人
ノ

前
一、
次
第
ニ

取
レ

籌
ヲ

来
ル
。
都
計
、ノ

度
二ス

維
那
一ニ
。

維
那
又
タ
行
二ク
在
家
ノ
籌
一ヲ
。
先
ツ
到
二テ
槌
邉
一ニ
去
二テ
袱

子
一ヲ
、
白
槌
一
下
、ノ
云
ク
。

⑪諸
佛
子
諦
ニ
聽キ
キ
玉
ヘ
。次
ニ
行
二ス
ヘ
シ
在
家
ノ
菩
薩サ
ツ
ニ
籌
一ヲ
。

〈
次
ニ

已
下
三
唱
シ

了
、
而
鳴
槌
一
下
。
覆
二テ

袱
子

揖
シ
、
行
二ク
籌
ヲ
於
在
家
ノ
菩
薩
一ニ
。
唱
レ
偈
如
レ
前
。

小
者
如
レ

前
、
取
レリ

籌
都
計
、ノ

度
二ス

維
那
一ニ
。
維
那

取
レ

籌
、
還
タ

到
二ル

槌
邉
之
西
北
一ニ
、
小
者
相
隨
。

⑨　

受
籌
ノ
偈

　

金
剛
無
礙
解
脱
籌　

難
得
難
遇
如
金
果

　

我
今
頂
戴
歓
喜
受　

一
切
衆
生
亦
如
是

〈
受
レ
籌
皆
ナ
了
テ
、
而
、ノ
唱
レテ
偈
ヲ
還
籌
ス
。
小
者
從

二
戒
師
一
、
次
第
ニ
収
レム
之
。〉

⑩　

還
籌
ノ
偈　

　

具
足
清
浄
受
此
籌　

具
足
清
浄
還
此
籌

　

堅
固
喜
捨
無
闕
犯　

一
切
衆
生
亦
如
是

〈
小
者
聚
メ
了
テ
、
計カ
テ
、
度
二
與
ス
唱
白
一ニ
。
此
ノ
後
ニ

行
二
在
家
ノ
籌
一ヲ
。
唱
白
再
ヒ
到
二テ
槌
所
一ニ
、去
レテ
袱
ヲ
、

一
下
、ノ
唱
テ
云
ク
。〉

⑪諸
佛
子
諦
ニ
聽
ヘ
。
次
ニ
行
二ス
ヘ
シ
在
家
ノ
菩
薩
ノ
籌
一ヲ
。

〈
受
籌
モ
還
籌
モ
唱
白
モ
、皆
ナ
與ト
レ
僧
同
シ
。
小
者
又
収
、

度
二
與
ス
唱
白
一ニ
。
時
ニ
唱
白
取
レテ
籌
ヲ
、到
二リ
槌
所
一ニ
、

小
者
モ

隨
ヒ

至
テ
、
唱
白
ハ

東
シ
、
小
者
ハ

西
シ
、
相

対
胡
跪
、ノ
、
唱
白
仰
二テ
右
手
一ヲ
、
捧
二テ
一
籌
一ヲ
唱
二フ
受
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相
対
、ノ
胡
跪
ス
。
維
那
仰ア
ヲ

二ノ
ケ

右
手
一ヲ
、
捧
二テ

一
籌
一ヲ

説
レキ
偈
ヲ
畢
レ
ハ
、
小
者
取
レリ
籌
一ヲ
、
又
タ
受
二テ
自
分
ノ

籌
一ヲ
、右
手
ニ
捧サ
ゝ
ケ
以
テ
、説
レキ
偈
ヲ
畢
テ
、小
者
ト
兩
人
、

共
ニ

起
テ
、
維
那
總
、ノ
與ア
タ

二フ

籌
ヲ

於
小
者
一ニ
。
小
者
レ

横ヨ
コ
タレエ
テ

籌
ヲ
、
進
二テ

主
人
ノ

前
一ニ
、
問
訊
ス
レ
ハ
、
主
人

同
ク
合
掌
、ノ
取
レル
籌
ヲ
。
小
者
問
訊
、ノ
密
ニ
報
、ノ
云
ク
、

出
家
在
家
菩
薩
合ア

ハ
セ
テ

若ソ
コ
ハ
コ干
人
ト
。
維
那
黙
然
ト
、ノ

聽
テ
問
訊
、ノ
進
二テ
槌
下
一ニ
白
槌
一
下
。

諸
佛
子
諦
聽
ケ
。
此コ

ノ

一
住
處
、
一
布
薩
ス
。
出
家

在
家
ノ
菩
薩
、
總
、ノ
若
シ
ャ
ツ
カ
ン干
人
。
各
ノ
於
二テ
佛
法
ノ
中ナ
カ

一ニ
、

清
淨
ニ

秉ヒ
ヤ
ウ
チ
シ持
、
和
合
布
薩
。
上カ
ミ

順
二ル
一ー

佛
教
一ニ
、

中ナ
カ

報
二シ
四
恩
一ヲ
、
下シ

モ

爲タ
メ

二ニ
含カ

ン

識
一ノ
、
各
ノ
應ヘ
レシ
奉タ

テ
レマ
ツ
ル

念
下シ
釋
迦
牟
尼
佛
上ヲ
。〈
鳴
レ一ー
槌
一
下
。〉

　

維
那
進
テ
取
レル
坐
具
ヲ
。〈
鳴
レ
槌
一
下
、ノ
云
。〉

ヲ
唱
。
唱
了
テ
小
者
ニ
渡
ス
。
又
惣
籌
ヲ
取
テ
、

小
者
ニ
一
籌
ヲ
與
フ
。
小
者
受
テ
偈
ヲ
唱
テ
、

維
那
ニ
渡
ス
。
兩
人
相
共
ニ
起
テ
、
惣
籌
ヲ
小

者
ニ
渡
ス
。
小
者
籌
ヲ
持
、ノ
和
尚
ノ
前
ニ
至
テ
、

胡
跪
、ノ
報
ジ
テ
云
。

出
家
ノ

菩
薩
若
干
人
、
在
家
ノ

菩
薩
若
干
人
。
出

家
在
家
ノ
菩
薩
惣
テ
若
干
人
ト
云
テ
、
籌
ヲ
和
尚
ニ

渡
シ
テ
、
直
ニ
本
位
ニ
歸
ル
。
和
尚
合
掌
、ノ
籌

ヲ
取
ル
。
維
那
又
和
（
五
ウ
）
尚
ノ
前
ニ
至
テ

跪
坐
ス
。
和
尚
又
小
者
ノ
如
ク
唱
テ
籌
ヲ
維
那

ニ
渡
ス
。
維
那
籌
ヲ
取
テ
、
佛
前
ニ
進
デ
籌
ヲ

収
ム
。
又
槌
邉
ニ
至
テ
、
槌
一
下
、ノ
云
。〉

諸
佛
子
諦
ニ

聽
。
此
ノ

一
住
處
、
一
布
薩
、
出
家

在
家
ノ
菩
薩
。
惣
テ
若
干
人
、
各
於
二テ
佛
法
ノ
中
一ニ
、

清
淨
ニ

秉
持
シ
、
和
合
布
薩
ス
。
上
ニ

順
二シ

佛
教
一ニ
、

中
カ

報
二シ

四
恩
一ヲ
、
下
モ

爲
二メ
ニ
ス

含
識
一ノ
。
各
ノ

應
レシ

念
二シ
上
ル
釋
迦
牟
尼
佛
一ヲ
。

〈
唱
了
テ
槌
一
下
、ノ
直
ニ
和
尚
ノ
前
ニ
進
テ
、
展

具
三
拜
胡
跪
シ
テ
唱
テ
云
。〉

維
那
ハ

東
シ
、
小
者
ハ

西
ス
。
相
対
胡
跪
ス
。
維
那

仰
二

右
手
一ヲ
、
捧
二ケ

一
籌
一ヲ
、
唱
レヘ

偈
ヲ

了
レ
ハ

小
者

収
二ム
維
那
ノ
籌
一ヲ
。
又
タ
捧
二ケ
自
分
ノ
籌
一ヲ
、
唱
レヘ
偈
ヲ

了
レ
ハ
、
兩
人
共
ニ
起
テ
維
那
與
二フ
總
籌
ヲ
於
小
者
一ニ
。

小
者
兩
手
ニ
捧
レケ
籌
、
進
二テ
主
人
ノ
前
ニ
、
報
、ノ
云
ク
、

出
家
菩
薩
若
干
人
、
在
家
菩
薩
若
干
人
。
出
家

在
家
菩
薩
總
テ
若
干
人
ト
云
テ
、
度
二ス
籌
ヲ
於
主
人
一ニ
。

主
人
取
レ

籌
ヲ

如
二ク

小
者
一ノ

唱
フ
。
度
二ス

維
那
一ニ
。
維

那
問
訊
、ノ

取
レ

籌
ヲ
。
到
二テ

槌
邉
一ニ
、
去
二テ

袱
子
一ヲ
、

乃
ヒ
白
槌
一
下
、ノ
云
。〉

諸
佛
子
諦
ニ

聽キ
キ
玉
ヘ
。
此
ノ

一
チ

住ジ
ツ

處
、
一
布
薩サ
ツ

、

出
家
在サ
イ

家
菩
薩サ
ツ

、
總
テ
若
干
人
。
各ヲ
ノ
ヲ
ノ
於
二テ
佛
法
ノ

中
一ニ
、
清
淨
ニ
秉
ヒ
ヤ
ウ持
シ
テ
、
和
合
布
薩
。
上
ミ
順
二ジ
佛

教
一ニ
、
中
カ
報
二ジ
四
恩
一ヲ
、
下
モ
爲
二メ
ニ
ス
含
識シ
キ

一ノ
。
各
く

應
レシ
奉
レル
念
シ
釋
迦
牟
尼
佛
一ヲ
。

〈
大
衆
黙
二
誦
ス
南
無
釋
迦
牟
尼
佛
ト
。
鳴
レ一ー
槌
ヲ
一

下
、覆
二
袱
子
一、
揖
シ
乃
ヒ
到
二テ
正
面
一
問
訊
シ
、
先
ツ

置
二テ

籌
ヲ

於
箱
ノ

上
一、三
拜
胡
跪
ス
。
抜
二

出
シ

短
籌

二
本
一ヲ
、
入
二ル
湯
水
二
瓶
一ニ
。
次
ニ
納
二テ
總
籌
ヲ
於
箱

籌
ノ

偈
一ヲ
。
又
唱
二テ

還
籌
ノ

偈
一ヲ
、
與
二フ

小
者
一ニ
。
小

者
モ

同
レシ

右
ニ
。
時
ニ

唱
白
、
度
二

與
ス

總
籌
ヲ

於
小

者
ニ
。
小
者
兩
手
ニ
捧
レテ
籌
ヲ
、
至
二テ
戒
師
ノ
前
一ニ
、
白
、ノ

云
ク
、
出
家
ノ
菩
薩
〈
若
干
人
〉
在
家
ノ
菩
薩
〈
若

干
人
〉。
出
家
在
家
ノ

菩
薩
、
都
テ
〈
若
干
人
〉。

言
訖
テ
、
度
二
與
、ノ
戒
師
一ニ
而
歸
ル
。
時
ニ
唱
白
、
至
二

戒
師
ノ

前
一ニ
。
戒
師
言
二テ

人
数
一ヲ
、
乃
チ

度
二

與
ス

唱

白
一ニ
。
唱
白
問
訊
、ノ

取
レ

籌
ヲ
、
到
二テ

槌
所
一ニ
、
去
レテ

袱
ヲ
鳴
槌
一
下
、ノ
云
ク
。〉

諸
佛
子
諦
ニ
聽
ヘ
。
此
ノ
一
住
處
、
一
布
薩
、
出
家

在
家
ノ
菩
薩
、
總
テ
〈
若
干
人
〉
各
く
於
二
佛
法
ノ

中
一、清
淨
ニ
秉
持
シ
、和
合
布
薩
ス
。
上
ミ
順
二
佛
教
一ニ
、

中
カ
報
二シ
四
恩
一ヲ
、
下
モ
爲
二メ
ニ
含
識
一ノ
、
各
く
應ヘシ
レ
ニ
奉
ル

念
二シ

釋
迦
牟
尼
佛
一ヲ
。〈
鳴
レ

槌
一
下
。
大
衆
唱
テ

云
ク
〉
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
。

〈
從
二リ
上
ミ
順
一シ
至
レテ
佛
ニ
三
唱
シ
、
大
衆
三
和
シ
竟
テ
、

亦
タ

一
下
、ノ

覆
レテ

袱
ヲ
、
揖
、ノ

至
二テ

正
面
一ニ

問
訊
ス
。

納
二メ

籌
ヲ

於
匣
一ニ
、
三
拜
シ

了
テ
、
直
ニ

至
二テ

戒
師
ノ

前
一ニ
展
（
頁
八
一
一
）
具
三
拜
。
提
二
起
、ノ
坐
具
一ヲ
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⑫諸
佛
子
諦
聽
ケ
。
堂
頭
和
尚
、
爲タ
メ

レニ
衆
ノ
説
戒
。
梵

音
菩
薩
比
丘
〈
某
甲
〉
戒
師
陞シ

ン
カ
ウ
サ

高
座
。〈
鳴
レ

槌

一
下
。〉

堂
頭
和
尚
燒
香
禮
拜
、ノ
登
座
。
維
那
槌
一
下
、
唱

テ
云
。〉

　

堂
頭
和
尚
慈
悲
爲
レメ
ニ
衆
ノ
説
戒
シ
玉
ヘ
。　
　

和

尚
答
テ
言
ク
。

　

此
説
戒
事
正
當
作
ト

　
〈
維
那
坐
具
ヲ
収
メ
立
テ
、
次
ニ
梵
唄
ノ
人
ニ

問
訊
、ノ
、
歸
テ
槌
一
下
、ノ
云
。〉（
六
オ
）

⑫諸
佛
子
諦
ニ
聽
。
堂
頭
某
甲
和
尚
爲
レメ
ニ
衆
ノ
説
戒
。

梵
音
菩
薩
比
丘
〈
某
甲
〉
當
レニ
唱
二
梵
唄
一ヲ
。

〈
唱
了
テ
又
槌
一
下
、ノ
云
。〉

戒
師
陞
高
座
。

〈
此
時
和
尚
位
ヲ
立
進
前
焼
香
三
拜
。
行
者
拜
席

ヲ
展
ブ
。
拜
了
テ
椅
ニ
登
ル
。
侍
者
相
随
テ
位

ニ
至
ル
。
維
那
又
槌
ヲ
鳴
ス
一ー
一
下
シ
テ
散
華

ノ
偈
ヲ
唱
フ
。
偈
云
。〉

内
一ニ
、
起
テ
収
二テ
坐
具
一ヲ
到
二テ
主
人
ノ
前
一ニ
三
拜
ス
。提
二

起
、ノ
坐
具
一ヲ
云
ク
、
和
尚
大
慈
、
爲
レニ
衆
ノ
説
戒
玉
ヘ
。

主
人
答
テ
云
ク
、此
説
戒
ノ
事
正
ニ
當シ
レ
作
。
維
那
揖
、ノ

退
ク
。
次
ニ
問
二
訊
、ノ
梵
音
ノ
人
一ニ
、
乃
至
二テ
槌
邉
一ニ
去
二テ

袱
子
一ヲ
、
白
槌
一
下
、ノ
云
。〉

⑫諸
佛
子
諦
ニ

聽キ
キ
玉
ヘ
。
堂
頭
和
尚
爲
レメ
ニ

衆
ノ

説
戒
、

梵
音
ノ
菩
薩サ
ツ

比
丘
〈
某
甲
〉
當ヘシ
レニ
唱
フ
梵
唄
一ヲ
。〈
次
ニ

鳴
槌
レ
一
下
、ノ
云
。〉

戒
師
陞
高
座
。

維
那
覆
二

袱
子
、
揖
、ノ

倚
テ

槌
後
ノ

柱
一ニ

坐
ス

時
ニ
、

二
人
ノ
侍
者
起
二
立
ス
椅
子
ノ
左
邉
一ニ
。
衣
鉢
侍
者
、

歴
二テ
倚
子
ノ
後
一ヲ
、過
二キ
維
那
ノ
傍
一ヲ
、
到
二
主
人
ノ
前
ニ

問
訊
ス
。
香
合
侍
者
ハ
持
二シ
香
合
一ヲ
、
驀
ニ
赴
二ク
拜
席
ノ

傍
ニ
。
主
人
起
テ

到
テ

正
面
一ニ
、
焼
香
三
拜
。
其
ノ

時
、
維
那
手
磬
三
打
ス
。
此
拜
ノ

時
キ

大
衆
胡
跪

合
掌
ス
。
主
人
収
二テ

坐
具
ヲ
、
陞
二ル

椅
子
一ニ
。
香
合

侍
者
隨
二フ

主
人
ノ

後
一ニ
。
置
二

香
合
ヲ

於
卓
上
一ニ

就
レク

位
ニ
。
衣
鉢
侍
者
ハ

取
二テ

主
人
ノ

坐
具
一ヲ

向
二テ

左
右
一ニ

白
ス
。
和
尚
大
慈
、
爲
レメ
ニ

衆
ノ

説
戒
シ
玉
ヘ
。
戒
師

答
テ

云
ク
、
此
ノ

説
戒
ノ

事
正マ

當
ヘ
シ

レニ

作
ス
。
唱
白
揖
、ノ

退
キ
、
次
ニ
問
二
訊
、ノ
梵
唄
一ヲ
、
又
至
二テ
槌
所
一ニ
、
去
レテ

袱
ヲ
一
下
、ノ
云
ク
。〉

⑫諸
佛
子
諦
ニ

聽
ヘ
。〈
堂
頭
某
甲
〉
和
尚
、
爲
レメ
ニ

衆
ノ

説
戒
ス
。
梵
音
ノ

菩
薩
比
丘
〈
某
甲
〉
當ヘシ
ニ

唱
二フ
梵
唄
ヲ
。〈
次
ニ
一
下
、ノ
云
ク
。〉

戒
師
陞
高
座
。

〈
唱
白
覆
レテ

袱
ヲ
、
揖
、ノ

倚
レテ

傍
ニ

而
跪
ス
。
二
侍
ハ

至
二テ

戒
師
ノ

前
一ニ

問
訊
ス
。
戒
師
起
テ

至
二テ

正
面
一ニ
、

焼
香
三
拜
ス
。
是
ノ
時
大
衆
向
レテ
上
ニ
、展
具
答
拜
ス
。

戒
師
謝
語
ニ
曰
ク
、
某
稽
首
和
南
、
敬
テ
白
二ス
大
衆
一ニ
。

僧
差
誦
戒
。
恐
ハ

有
二ン

錯
誤
一
。
願
ハ

同
誦
ノ

者
指

示
シ
玉
ヘ
ト
。
言
訖
テ
、
亦
タ
一
拜
。
大
衆
答
拜
。
戒

師
収
具
、ノ
陞
座
。
時
ニ
散
華
ト
浄
水
ト
香
湯
ト
旋
二遶
、ノ

供
養
二ス
戒
師
一ヲ
。唱
白
挙
レス
偈
ヲ
。大
衆
從
二
二
ノ
句
一
、

和
レ一ー
之
ヲ
三
返
。
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⑬散
華
荘
嚴
遍
十
方　
〈
和
〉
散
衆
寶
華
以
爲
帳

　

散
衆
宝
華
遍
十
方　

供
養
一
切
諸
如
来

〈
偈
ヲ
唱
出
ス
時
、
浄
水
散
華
香
湯
ノ
三
人
次
第

ニ
位
ヲ
出
テ
ヽ
、
進
前
、ノ
各
自
ノ
器
ヲ
持
、ノ
、

右
に
匝
（
六
ウ
）
ル
一ー
一
匝
、ノ
淨
水
香
湯
ヲ
洒
キ
、

花
ヲ
散
ス
。
匝
了
テ
淨
水
香
湯
ノ
二
人
ハ
本
位

ニ
歸
ル
。
散
華
ノ
人
ハ
又
左
ニ
轉
ジ
後
ニ
歩
、ノ
、

散
華
ス
。
散
華
ノ
偈
了
テ
、
又
槌
一
下
、ノ
槌
ノ

問
訊
、
置
二ク
坐
具
ヲ
於
椅
上
一ニ
。
就
レ
位
。
維
那
即
チ

云
ク
、
請
戒
師
三
拜
ト
。
大
衆
隨
二テ
手
磬
一ニ
雷
同
三

拜
、ノ
、具
上
ニ
趺
坐
ス
。
次
淨
水
香
湯
散
華
之
三
人
、

進
テ
到
二ル
正
面
ノ
卓
前
一ニ
。
各
く
取
二テ
其
器
一ヲ
徐
ク
退

歩
、ノ
同
ク
揖
立
ス
。
時
ニ
維
那
鳴
レ一ー
槌
ヲ
一
下
、ノ
、
挙
二ス

散
華
ノ

偈
一ヲ
。
大
衆
同
ク

自
二

第
二
句
和
ス
。
淨
水

香
湯
散
華
之
三
人
、
齊
ク
自
二
第
二
句
一
、
旋
二
遶
ス

道
場
一ヲ
。
旋
遶
一
匝
ノ
之
間
タ
、
唱
二フ
散
華
ノ
偈
一ヲ
三

遍
。〉

⑬　
　

散
華
ノ
偈

散
華
荘
嚴
淨
光
明　

散
衆
寶
華
以
爲
帳

散
衆
宝
華
徧
十
方　

供
養
一
切
諸
如
来

偈
畢
テ

鳴
レ

槌
一
下
、
三
人
旋
遶
一
匝
シ

了
テ

著
レク

位
。
唄
師
手
磬
二
打
ス
。
唱
二フ
前
唄
一ヲ
。
毎
二ニ
一
節

手
磬
一
打
。
最
後
ニ
二
打
ス
ル
也
〉

⑬　

散
華
ノ
偈

　

散
華
荘
嚴
徧
十
方　

散
衆
寶
華
以
爲
帳

　

散
衆
宝
華
徧
十
方　

供
養
一
切
諸
如
来

〈
次
ニ
焼
香
ノ
人
、
起
レテ
座
ヨ
リ
進
二テ
戒
師
ノ
前
一ニ
、
執
二

テ

炳
爐
一ヲ

焼
香
。
唱
白
一
下
、ノ

挙
レ

偈
ヲ
。
從
二

光

明
一
、
大
衆
和
レ一ー
之
三
返
〉

⑬散
華
荘
嚴
徧
十
方　

散
衆
寶
華
以
爲
帳

散
衆
宝
華
徧
十
方　

供
養
一
切
諸
如
来
〈
槌
一
下
〉

是
レ

毘
舍
那
モ

誦
ス
。
我
亦
如
レク

是
ノ

誦
ス
。
汝
チ

新

學
ノ
菩
薩
、
頂
戴
、ノ
受
二
持
戒イ
一ヲ
。〈
槌
一
下
、
云
〉
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⑭戒
香
定
香
解
脱
香　

光
明
雲
臺
徧
法
界

供
養
十
方
無
量
佛　

見
聞
普
薫
證
菩
提

⑯偈
畢
テ
鳴
レ一ー
槌
ヲ
二
下
、ノ
、維
那
著
座
ス
。
説
戒
畢
テ
。

傍
ニ
坐
ス
。
梵
音
ノ
人
槌
聲
ヲ
听
テ
唄
ヲ
唱
ク
。

唄
ノ
間
、
徐
々
ト
、ノ
散
華
ス
ル
ナ
リ
。
唄
云
。〉

⑮如
来　

妙
色
（
七
オ
）

　

身
世    （
八
オ
）

〈
散
華
シ
了
テ
散
華
ノ
人
、
位
ニ
歸
ル
。
焼
香
之

人
、
唄
了
テ
位
ヲ
出
テ
、
進
前
シ
テ
大
展
三
拜
、ノ
、

具
上
ニ
胡
跪
ス
。
殿
主
手
炉
ヲ
捧
テ
與
フ
。
焼

香
ノ
人
、
炉
ヲ
（
八
ウ
）
持
、ノ
三
ビ
栴
檀
ヲ
炷
ク
。

維
那
槌
一
下
、ノ
焼
香
ノ
偈
唱
。
偈
云
。〉

⑭戒
香
定
香
解
脱
香　
〈
和
〉
光
明
雲
臺
徧
法
界

供
養
十
方
無
量
佛　

見
聞
普
薫
證
菩
提

⑯〈
偈
了
焼
香
ノ
人
、
具
ヲ
収
テ
、
和
尚
ノ
前
ニ
進

デ
一
觸
禮
、ノ
位
ニ
歸
ル
。
維
那
モ
同
ク
本
位
ニ

着
ク
。
和
尚
三
ビ
香
ヲ
焼
キ
、
三
下
尺
ヲ
鳴
シ
、

開
經
ノ
偈
三
唱
、ノ
、
戒
本
ヲ
繙
キ
拂
一
拂
シ
テ

⑮ 　

唄
文　
　

如
来　

妙
色　

身
世

唄
了
テ

焼
香
人
、
収
二テ

坐
具
一ヲ

起
テ

進
二

主
人
前
一ニ
。

問
訊
、ノ
左
ニ
轉
身
、ノ
進
二テ
正
面
一ニ
三
拜
ス
。
胡
二
跪
、ノ
具

上
ニ
持
二、ノ
炳
爐
一ヲ
焼
香
ス
。
時
ニ
維
那
到
二テ
槌
邉
一ニ
去
二リ

袱
子
一ヲ
、
白
槌
一
下
、ノ
挙
二ス
焼
香
ノ
偈
一ヲ
。
大
衆
同
ク

自
二
第
二
句
一
和
ス
。

⑭　

燒
香
偈

　

戒
香
定
香
解
脱
香　

光
明
雲
臺
徧
法
界

　

供
養
十
方
無
量
佛　

見
聞
普
薫
證
菩
提

⑯偈
了
テ

焼
香
ノ

人
置
二キ

炳
爐
一ヲ
、
収
二テ

坐
具
一ヲ

右
ニ

轉

身
、
進
二テ
主
人
ノ
前
一ニ
問
訊
、ノ
著
レク
位
ニ
。
維
那
鳴
レ一ー

槌
二
下
、
覆
二テ

袱
子
一ヲ

歸
二ル

本
位
一ニ
。
次
ニ

主
人
説

戒
ス
。
先
ツ

揮
二

拂
子
一ヲ

三
度
ヒ
、
鳴
二一ー

戒
尺
一ヲ

三
⑭　

燒
香
ノ
偈

　

戒
香
定
香
解
脱
香　

光
明
雲
臺
徧
法
界

　

供
養
十
方
無
量
佛　

見
聞
普
薫
證
菩
提

〈
偈
了
テ
置
テ
爐
ヲ
、
歸
レル
位
。
時
ニ
梵
音
在ア
リ

レナ
カ
ラ
座
ニ

挙
レス
唄
ヲ
。
或
ハ
鳴
二ス
手
磬
一ヲ
。〉

⑮　

如
来
唄　
　
（
頁
八
一
二
）

如
来　

妙
色　

身
世

⑯〈
唱
了
テ

説
戒
。
揮
拂
鳴
尺
。
挙
二シ

開
經
偈
一ヲ
、
初

誦
二ス

戒
ノ

序
一ヲ
。
大
衆
ハ

胡
跪
、
合
掌
、ノ

而
聴
ク
。

至
三テ
斯
ニ
有
二ト
云
ニ
何
ノ
楽
一カ
、戒
師
與
二
唱
白
一
問
答
。〉

〈
戒
師
、
問
テ

云
ク

〉
此
ノ

中ナ
カ

未
受
菩
薩
戒
、
不
清
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説
戒
ス
。
梵
網
ノ
全
本
ヲ
誦
ス
。
或
ハ
十
重
戒
、

或
ハ
軽
戒
、
時
ニ
随
ベ
シ
。
説
戒
已
テ
回
向
ス
、

回
向
云
。〉

⑰以
二テ
上
来
布
薩
説
戒
所
生
三
業
ノ
功
徳
一ヲ
、
奉
レル
供
下

下
、ノ
、
三
ヒ

唱
二テ

開
經
ノ

偈
一ヲ
、
而
読
二ム

梵
網
經
一ヲ
。

序
ノ

中
至
二テ

諸
佛
子
等
合
レテ

掌
ヲ

至
心
ニ

聴
玉
ヘ

處
一ニ
、

維
那
鳴
レレ一ー
手
磬
ヲ
一
下
ス
。
大
衆
胡
跪
合
掌
ス
。又
タ

至
下テ
如
二
少
水
ノ
魚
一ノ
、
斯
ニ
有
二ト
云
何
ノ
楽
一カ
處
上ニ
、
主

人
ト
與
二
維
那
一
問
答
ス
。

主
人
問
テ
云
ク
、
此
ノ
中
未
受
菩
薩
戒
、
不
清
淨
ノ

者
ノ

已
ニ

出
ル
ヤ
。
維
那
答
云
ク
、
已
ニ

出
ツ
。〈
若
シ

無
レ
ハ
者
、
答
三フ
此
ノ
中
無
二ト
未
受
菩
薩
戒
不
清
淨
ノ

者
一。〉

又
タ
問
フ
、
衆
今
マ
和
合
ス
ヤ
。
答
テ
云
、
和
合
ス
。

又
タ
問
フ
、
欲
レス
ル
ヤ
作
二ト
何
事
一ヲ
カ
。
答
云
、
説
戒
布

薩
玉
へ
。

又
タ
問
フ
、
不
来
嘱
受
ノ
菩
薩
有
二テ
カ
幾
人
ト
、
説
二ク

欲
ク

及
ヒ

清
淨
一ヲ
。
衆
當シ
二ニ

一
心
ニ

聴
ク
。
答
テ

云
、

此
ノ
中
、
無
二
不
来
嘱
受
菩
薩
一。

〈
若
シ
有
レ
ハ
者
、
答
レ
有
二ト
幾
人
一。
問
答
了
テ
、
誦
二

戒
經
一。
了
テ
主
人
自ミ
ラ
誦
二
回
向
ノ
文
一ヲ
。〉

⑰　

回
向

捧
二テ

上
来
説
戒
布
薩
所
生
ノ

慧
業
一ヲ

爲
二シ

光
明
雲

浄
ノ
者
ノ
已
ニ
出
ル
ヤ
。〈
唱
白
、答
テ
云
ク
〉
已
ニ
出
ツ
。

〈
若
シ

無
レ
ハ

者
答
二フ

此
ノ

中
無
二ト

未
受
菩
薩
戒
、
不

清
浄
ノ
者
〉〈
又
問
〉
衆
今
マ
和
合
ス
ヤ
。〈
答
テ
云
ク
〉

和
合
ス
。

〈
又
問
〉
欲
レス
ル
ヤ

作
二

何
ノ

事
一ヲ
カ
。〈
答
云
〉
説
戒

布
薩
シ
玉
ヘ
。〈
又
問
〉
不
来
嘱
受
ノ

菩
薩
、
有
二テ
カ

幾
ク
人
一
、説
二ク
欲
及
ヒ
清
浄
一ヲ
。當ヘシ
二ニ
一
心
ニ
聴
一ク
。〈
答

云
〉
此
ノ
中ナ
カ

、
無
二シ
不
来
嘱
受
ノ
菩
薩
一
。

〈
若
シ

有
レ
ハ

者
、
答
レフ

有
二ト

幾
ク

人
一
。
問
答
了
テ
、

誦
二ス

戒
經
一ヲ
。
從
二

我
今
盧
舎
那
一
、
大
衆
趺
坐
、

合
掌
、ノ
而
聴
。
誦
竟
テ
、
戒
師
自ミ

白
二ス
回
向
ノ
文
一ヲ
。〉

⑰　

回
向
文

捧
二テ
上
来
説
戒
布
薩
所
生
ノ
慧
業
一ヲ
、
爲
二シ
光
明
雲
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養
シ
三
世
十
方
等
正
覺
證
菩
提
者
上ニ
。
所
レハ
期
ス
ル
、

如
レノ

是
供
養
歴
劫
操
持
、ノ
、
永
ク

得
二ン

不
（
九
オ
）

退
轉
一ヲ
。
次
ニ

回
下

向
ス
、
上
界
ノ

天
王
天
衆
、
下

界
ノ
龍
王
龍
衆
、
日
本
國
中
天
神
地
祇
、
諸
大
権

現
、
諸
大
明
神
、
當
山
鎮
守
、
白
山
妙
理
大
権

現
、
伊
勢
大
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
、
春
日
大
明

神
、
稲
荷
大
明
神
、
住
吉
大
明
神
、
伽
藍
ノ
真
宰
、

土
地
ノ

神
霊
、
護
法
ノ

諸
天
、
招
宝
七
郎
大
権
修

理
菩
薩
、
今
年
歳
分
、
主
執
陰
陽
、
権
衡
造
化
、

賞
善
罰
悪
一
切
ノ

聰
明
、
本
州
ノ

総
社
、
城
隍
山

林
大
小
ノ

神
祇
上ニ
。
本
寺
大
小
檀
那
本
命
元
辰
、

十
方
檀
越
現
前
ノ
僧
衆
行
者
人
力
、
各
各
本
命
元

辰
、
各
各
當
年
ノ
属
星
、
各
各
倍
二シ
垂
迹
ノ
威
光
一ヲ
、

増
二シ
テ
本
地
ノ
法
楽
一ヲ
、
照
二シ
玉
ヘ
我
等
カ
所
願
一ヲ
。
専

祈
、　

金
輪
聖
王
、
今
上
皇
帝
、
國
界
清
平
、
玉

躰
康
寧
、
射
山
之
風
不
レ

鳴
レ

枝
ヲ
、
粉
水
之
雨

不
レ
穿ヤ

ブ
レラ
塊
ヲ
、
天
下
普
ク
扇
二キ
有
道
之
徳
一ヲ
、
卒
土

咸
ナ

唱
二フ

太
平
之
謌
一ヲ
。
更
祈
、　

源
大
相
國
誠
意

将
軍
、
本
城
ノ
府
君
、　　

文
（
九
ウ
）
武
官
僚
、

蓋
一ト
、
爲
二、ノ
華
縵
雲
蓋
一ト
。
奉
レル
供
養
二シ
三
世
十
方
ノ
、

應
正
等
覺
證
菩
提
者
一ヲ
。
歴
劫
恭
敬
、ノ
、
得
二ン
不
退

轉
一ヲ
。
以
二テ

此
ノ

善
利
一ヲ
、
祝
下

献
ス
、
上
界
ノ

天
王

天
衆
、
下
界
ノ
龍
王
龍
衆
、
日
本
國
中
天
神
地
祇
、

諸
大
権
現
、
諸
大
明
神
、
當
山
ノ
鎮
守
、
白
山
妙

理
大
権
現
、
稲
成
（
マ
マ
）大
明
神
、
住
吉
大
明
神
、
伽

藍
土
地
、護
法
龍
天
、招
寶
七
郎
大
権
修
理
菩
薩
、

合
堂
ノ

真
宰
、
今
年
ノ

歳
分ブ
ン

、
主
二

執
シ

陰
陽
一ヲ
、

権
二

衡
ト
、ノ

造
化
一ニ
、
賞
レシ

善
ヲ

罰
レ

悪
ヲ
、
一
切
ノ

聰

明
、
本
州
ノ
総
社
別
社
、
城
隍
山
林
大
小
ノ
神
祇
、

本
寺
ノ
檀
越
、
十
方
ノ
檀
越
、
現
前
ノ
清
衆
、
行
者

人
力
、
各
各
ノ

本
命
元
辰
、
各
各
ノ

當
年
属
星
上ニ
。

専
ラ

願
ハ
、
金
輪
聖
王
、
今
上
皇
帝
、
玉

體
康
寧
、

國
界
清
平
ニ
、ノ
、
射
山
ノ
之
風
不
レ
鳴
レ
條
ヲ
、
汾
水

之
雨
不
レ

破
レ

塊
ヲ
、
蘭
寮
竹
園
之
中チ
ニ
ハ
、
蘭
竹

倶
鮮
カ
ニ
、
春
坊
秋
幃
之
間
タ
ニ
ハ
、
春
秋
同
ク
穏
カ
ニ
、

天
下
皆
ナ
扇
二キ
有
道
之
徳
風
一ヲ
、
率
土
悉
ク
歌
二ワ
ン
一ー
ヲ

太
平
ノ

之
治
業
一ヲ
。
更
ニ

祈
ル
、
源
ノ

大
相
國
征
夷

大
将
軍
、
本
城
ノ

府
君
、
文
武
宦
僚
、
護
法
ノ

長
蓋
一ト
、爲
二シ
華
縵
雲
蓋
一ト
、奉
レル
供
二
養
シ
三
世
十
方
ノ
、

應
正
等
覺
、
證
菩
提
者
一ニ
。
伏
、ノ
願
ハ
歴
劫
恭
敬
、ノ
、

得
二ン

不
退
轉
一ヲ
。
以
二テ

此
ノ

善
利
一ヲ
、
祝
下

献
シ
上
テ
、

上
界
ノ

天
王
天
衆
、
下
界
ノ

龍
王
龍
衆
、
日
本
國

中
天
神
地
祇
、
天
照
皇
太
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
、

春
日
大
明
神
、
諸
大
権
現
、
諸
大
明
神
、
洞
家
ノ

護
法
白
山
妙
理
大
権
現
、
稲
荷
大
明
神
、
本
州
ノ

宗
廟
、
及
城
邑
山
林
ノ

大
小
神
祇
、
當
山
鎮
守
、

伽
藍
土
地
、
招
寶
七
郎
大
権
修
理
菩
薩
、
合
堂
ノ

真
宰
、
今
年
ノ
歳
分
ニ
主
二
執
シ
陰
陽
一ヲ
、
権
二
衡
ト
、ノ

造
化
一ニ
、
賞
レシ
善
ヲ
罰
レシ
悪
ヲ
、
一
切
ノ
聰
明
、
本
寺
ノ

檀
那
及
ヒ

十
方
檀
越
、
現
前
ノ

清
衆
、
行
者
人
力

等
ノ
、
各
各
ノ

本
命
元
辰
、
各
各
ノ

當
年
属
星
上ニ
。

専
ラ
祈
ル
、
金
輪
聖
王
、
今
上
皇
帝
、
玉
體
康
寧
ニ
、

國
界
清
平
ニ
、
射
山
ノ
之
風
ハ
不
レ
鳴ナ
ラ

レサ
條エ
ダ
ヲ
、
汾
水
ノ

之
雨
ハ

不
レ

破ワ
ラ

レ

塊
レ
ヲ
、
蘭
寮
竹
園
ノ

之
中
カ
ニ
ハ
、

蘭
竹
倶
ニ

鮮
カ
ニ
、
春
房
秋
幃
ノ

之
間
タ
ニ
ハ
、
春
秋

同
ク

穏
カ
ニ
、
天
下
皆
ナ

扇
二キ

有
道
ノ

之
徳
風
一ヲ
、
率シ

ュ
ツ

土
悉
ク
歌
二ワ
ン
一ー
ヲ
太
平
ノ
之
治
業
一ヲ
。
更
ニ
祈
ル
、
東
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護
法
ノ
長
者
居
士
、
歸
依
ノ
善
男
善
女
、
遐
邇
ノ
施

主
、
結
縁
ノ

道
俗
、
福
壽
円
満
シ
、
信
心
増
長
、ノ
、

永
ク
爲
二ン
一ー
ヲ
金
城
湯
地
一ト
。
加
之
、
一
聞
随
喜
之

輩
、
低
頭
合
掌
之
人
、
共
ニ

入
二テ

一
戒
光
明
ノ

之

中
一ニ
、
同
ク

破
二ン

無
明
極
重
ノ

之
闇
一ヲ
。
所
レノ

集
ル

殊

勲
ハ
、
唯
非
レ
轉
二ス
ル
ノ
ミ
ニ
從
前
ノ
法
輪
一ヲ
、
直
ニ
続
二テ

龍
華
三
會
ノ
法
席
一ニ
、
以
テ
酬
下イ
上
ル　

永
平
開
山
和

尚
、
同
ク
二
世
和
尚
、
當
寺
開
山
和
尚
、
當
寺
歴

代
諸
位
和
尚
、
三
國
伝
燈
歴
代
祖
師
等
之
法
乳
ノ

恩
上ニ
。
且
望
ハ
有
縁
無
縁
六
導
ノ
含
霊
、前
亡
後
滅
、

属タ
ク
ヒ、
齊
ク
照
二
サ
レ
テ
重
ノ々
之
戒
光
一ニ
、
倶
ニ
得
二ン
當
ノ々

之
法
身
一ヲ
。
如
上
無
私
之
修
勲
ハ

用
テ

回
二

向
ス

一

切
ノ
三
宝
無
邉
ノ
衆
生
、
無
上
正
等
菩
提
一ニ
。
十
方

三
世
一
切
佛
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
。

　

回
向
了
テ
梵
音
ノ
人
、
後
唄
ヲ
唱
フ
。
唄
云
。

（
一
〇
オ
）

者
居
士
、
歸
依
ノ

信
男
善
女
、
大
小
ノ

施
主
、
結

縁
ノ
道
俗
、皆
悉
ク
福
壽
無
量
ニ
、ノ
、
種
智
円
満
セ
ン
一ー
ヲ
。

加
之
ラ
ス
、
一
聞
隨
喜
ノ
之
輩
ラ
、
低
頭
合
掌
之
人
モ
、

亦
タ
入
二テ
一
戒
光
明
ノ
之
中
一ニ
、
同
ク
破
二ン
無
明
極
重
ノ

之
闇
一ヲ
。
所
レノ
集
ル
殊
勲
ハ
、
非
三ス
唯
タ
進
テ
轉
二ス
ル
ノ
ミ

従
前
之
法
輪
一ヲ
、
直
ニ

續
二テ

龍
華
三
會
ノ

法
席
一ヲ
、

永
ク
爲
下ニ
日
域
曹
洞
鼻
祖
永
平
開
山
道
元
大
和
尚
、

二
祖
孤
雲
懐
奘
大
和
尚
、
大
乗
開
山
徹
通
介
和

尚
等
、
三
國
傳
燈
歴
代
祖
師
上ノ
。
以
テ
酬
二ヒ
ル
法
乳

之
恩
一ニ
。
且
ツ
有
縁
無
縁
祠
堂
ノ
諸
霊
、前
亡
後
滅
ノ

無
主
ノ
孤
魂
、
六
道
四
生
、
三
界
九
類
、
齊
ク
沐
二

重
重
ノ
之
戒
光
一ニ
。
倶
ニ
得
二ン
當
當
ノ
之
法
身
一ヲ
。
如

上
ノ
重
修
不
二
敢
テ
自
ラ
私
一。
用
テ
答
二ヘ
無
邊
一
切
恩

處
一ニ
、
回
二
向
ス
無
上
正
等
菩
提
一ニ
。

〈
大
磬
一
打
ス
、
大
衆
同
音
ニ
〉

十
方
三
世
一
切
佛
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶

般
若
波
羅
蜜
。

回
向
了
テ
、
大
衆
三
拜
。
主
人
下
二テ
椅
子
一、
向
二ヒ
正

面
一ニ
三
拜
、ノ
、
著
レク
座
ニ
。
次
ニ
梵
音
ノ
人
唱
二
後
唄
一ヲ
。

都
ノ

征
夷
大
将
軍
及
本
城
ノ

府
君
、
文
武
ノ

官
僚
、

護
法
ノ
長
者
居
士
、
歸
依
ノ
信
男
善
女
、
大
小
ノ
施

主
、
結
縁
ノ
道
俗
、
皆
悉
ク
福
壽
無
量
ニ
、ノ
、
種
智

円
満
セ
ン
一ー
ヲ
。
加シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

之
、
一
聞
隨
喜
ノ

之
輩ヲ

、
低
頭

合
掌
ノ
之
人
モ
、
亦
タ
入
二テ
一
戒
光
明
ノ
之
中ナ
カ

一ニ
、
同
ク

破
二ン

無
明
極
重
ノ

之
闇
一ヲ
。
所
レノ

集
ル

殊
勲
ハ
、
非
三ス

唯
タ
進
テ
轉
二ス
ル
ノ
ミ
從
前
ノ
之
法
輪
一ヲ
、
直
ニ
續
二テ
龍
華

三
會
ノ
法
席
一ヲ
、
永
ク
奉
レテ
爲
二ニ
シ
三
國
伝
燈
歴
代
祖

師
、
及
ヒ

永
平
祖
師
大
和
尚
、
次
位
ノ

聯
芳
、
當

寺
開
山
某
大
和
尚
等
一ノ
。
以
テ
酬
二フ
法
乳
ノ
之
恩
一ニ
。

且
ツ
有
縁
無
縁
ノ
祠
堂
ノ
諸
霊
、
前
亡
後
滅
ノ
無
主
ノ

孤
魂
、
六
道
四
生
、
三
界
九
類
、
齊
ク
沐
二シ
重
重
ノ

之
戒
光
一ニ
。
倶
ニ
得エ
二ン
當
當
ノ
之
法
身
一ヲ
。
如
上
ノ
重

修
不
二

敢
テ

自
ラ

私
一セ
。
用
テ

答
二ヘ
テ

無
邉
一
切
ノ

恩

處
一ニ
、
回
二
向
ス
無
上
正
等
菩
提
一ニ
。

〈
大
磬
一
下
、ノ
、
大
衆
同
音
〉
十
方
三
世
一
切
佛
、

諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、（
頁
八
一
四
）
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
。

〈
回
向
了
テ
、
大
衆
謝
拜
。
戒
師
下
二テ
椅
子
一ヲ
、
向
二
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⑱
　

處
世
界
如
虚
空　

如
蓮
華
不
着
水

　

心
清
淨
超
於
彼　

稽
首
禮
無
上
尊

〈
唄
了
テ
戒
師
下
座
、ノ
中
央
ニ
至
テ
立
ツ
。
行
者

拜
席
ヲ
展
ブ
。
大
衆
モ
齊
ク
起
立
ス
。
維
那
大

磬
ヲ
鳴
ス
一ー
一
下
シ
テ
云
。〉

⑲一
切
恭
敬

〈
又
磬
ヲ
鳴
ス
一ー
一
下
三
歸
ヲ
唱
。
衆
和
ス
。〉

自
歸
依
佛　
〈
和
〉
當
願
衆
生　

體
解
大
道　

發
無
上
意

〈
又
磬
ヲ
鳴
ス
一ー
一
下
。〉

自
歸
依
法　
〈
和
〉
當
願
衆
生　

深
入
經
蔵

智
恵
如
海
（
一
〇
ウ
）

〈
又
磬
ヲ
鳴
ス
一ー
一
下
。〉

⑱　

唄
文 

處
世
界　

如
虚
空　

如
蓮
華　

不
著
水

心
清
淨　

超
於
彼　

稽
首
禮　

無
上
尊

⑲　
　

三
歸
ノ
禮
文
〈
維
那
、
鳴
レ
槌
一
下
、ノ
唱
テ
云
〉

一
切
恭
敬
〈
大
衆
二
拜
、ノ
而
起
立
ス
。
維
那
鳴
レ
槌

一
下
、ノ
挙
、ノ
云
〉

自
歸
依
佛
〈
衆
和
〉　

當
願
衆
生　

體
解
大
道　

發
無
上
意
〈
大
衆
一
拜
、
同
槌
一
下
〉

自
歸
依
法
〈
衆
和
〉　

當
願
衆
生　

深
入
經
蔵　

智
慧
如
海
〈
大
衆
一
拜
、
同
槌
一
下
〉

自
歸
依
僧
〈
衆
和
〉　

當
願
衆
生　

統
理
大
衆　

正
面
一ニ
三
拜
。
跪
白
、ノ
云
ク
、
某
甲
敬
テ
謝
二ス
衆
僧
一ヲ
、

僧
差
誦
戒
、
三
業
不
懃コ

ン

。
戒
文
生
濫
。
坐
久
延

遅
、
令
衆
生
悩
。
願
衆
慈
悲
。
布
施
歓
喜
、
白

已
テ
歸
レ
位
ニ
。
次
ニ
梵
音
ノ
人
、
唱
二フ
後
唄
一ヲ
。〉

⑱　

後
唄                        

　

處
世
界
如
虚
空　

如
蓮
華
不
著
水

　

心
清
淨
超
於
彼　

稽
首
禮
無
上
尊

⑲
　

三
歸
禮
〈
唱
白
、
一
下
、ノ
唱
テ
云
〉

一
切
恭
敬
〈
大
衆
三
拜
、ノ

而
立
ツ
。
亦
一
下
、ノ

挙
二、ノ
自
歸
ヲ
、
而
從
二
當
願
一
、
衆
和
ス
。
一
歸
了
テ
、

衆
一
拜
、ノ
而
立
ツ
。
三
歸
共
ニ
同
シ
〉

自
歸
依
佛
〈
衆
和
〉　

當
願
衆
生　

體
解
大
道　

發
無
上
意

自
歸
依
法
〈
衆
和
〉　

當
願
衆
生　

深
入
經
蔵　

智
慧
如
海

⑱處シ
ョ

世セ
カ
イ界　

如ニ
ョ
キ
ョ
コ
ウ

虚
空　

如シ
ョ
レ
ン
ク
ワ

蓮
華　

不フ
チ
ャ
ク
ス
イ

著
水

心シ
ン
セ
イ
イ

清
淨　

超テ
ウ

於ヨ

ヒ彼　

稽ケ

首シ
ュ
レ
イ禮　

無フ
シ
ャ
ウ
ソ
ン

上
尊

　
　

槌
一
下
云
。

⑲　一イ
セ
イ
キ
ョ
ウ
ケ
イ

切
恭
敬

自
歸
依
佛フ　

當
願ケ
ン

衆
生セ
イ　

體テ
イ
カ
イ解
大
道　

發ハ
ツ
フ無
上
意

　
　

槌
一
下
云
。

自
歸
依
法ハ　

當
願
衆
生　

深
入シ
ュ
ケ
イ經
蔵　

智シ

慧イ
ヤ
シ
ョ
カ
イ

如
海

　
　

槌
一
下
云
。

自
歸
依
僧　

當
願
衆
生　

統ト
ウ
リ理

大
衆　

一イ
ツ
セ
イ
フ
カ
イ

切
無
礙

　
　

槌
一
下
云
。
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⑳上
来
説
戒
功コ

ウ
ト
ク徳
、散
霑テ
ン

法ハ

界
和ワ

南
聖セ
イ

衆
。
槌
一
下
。

 

諸

○

佛
21

出
世
第
一
快　

聞
法
奉
行
安
穏
快

大
衆
和
合
寂
滅
快　

衆
生
離
苦
得
脱
快

　

鳴
レ一ー
槌
ヲ
二
下
。

自
歸
依
僧　
〈
和
〉
當
願
衆
生　

統
理
大
衆

一
切
無
碍

〈
又
磬
ヲ
鳴
ス
一ー
一
下
、ノ
云
。〉

⑳上
来
説
戒
功
徳
。
散
霑
法
界
和
南
聖
衆
。

〈
又
磬
ヲ
鳴
ス
一ー
一
下
、ノ
、
四
快
ノ
偈
ヲ
挙
ス
。

衆
和
ス
偈
云
。〉

 

21諸

○
佛
出
世
第
一
快　
〈
和
〉
聞
法
奉
行
安
穏
快

大
衆
和
合
寂
滅
快　

衆
生
離
苦
得
脱
快

〈
偈
了
テ
一
齊
ニ
三
拜
、ノ
、
坐
具
ヲ
収
ム
。
維
那

手
磬
ヲ
鳴
、ノ
、
衆
ヲ
引
テ
左
ニ
轉
ジ
、
一
匝
、ノ

露
地
ノ
位
ニ
出
テ
、
立
テ
普
同
問
訊
、ノ
、
和
尚

ヲ
送
テ
三
拜
シ
（
十
一
オ
）
テ
退
散
ス
。〉

　
　

右
布
薩
儀
規
終　
　
　
（
十
一
ウ
）

一
切
無
礙
〈
大
衆
一
拜
〉

⑳　

普
回
向
〈
維
那
、
鳴
レ
槌
一
下
、ノ
唱
云
〉

上
来
説
戒
功
徳
。
散
霑
法
界
和
南
聖
衆
。

〈
主
人
大
衆
、
同
ク
三
拜
。
収
二テ
坐
具
一ヲ
立
ツ
。
主
人
ハ

一
揖
、ノ
乃
歸
二テ
本
位
一ニ
立
ツ
。
維
那
鳴
レレ一ー
槌
一
下
、ノ
、

挙
二ス
四
快
ノ
偈
一ヲ
。
大
衆
同
自
二
第
二
句
一
和
ス
。〉

 

21　

四
快ケ
ノ
偈

諸

○

佛
出
世
第
一
快　

聞
法
奉
行
安
穏
快

大
衆
和
合
寂
滅
快　

衆
生
離
苦
得
脱
快

偈
了
テ
鳴
レ
槌
二
下
、乃
ヒ
覆
二テ
袱
子
一ヲ
、歸
二リ
本
位
一ニ
、

打
二シ

手
磬
一ヲ
、
引
レテ

衆
ヲ

出
堂
ス
。
維
那
先
ツ

從
二リ

前

門
ノ

西
頬
一

出
ツ
。
次
ニ

焼
香
手
巾
諸
位
、
次
第
ニ

隨
レ

後
ニ

而
出
ツ
。
著
二一ー

堂
前
ノ

位
一ニ
、
如
レ

始
ノ
。

主
人
最
後
ニ
出
ル
也
。
二
侍
者
ハ
退
二テ
列
位
一ヲ
、
携
二テ

拂
子
香
合
一ヲ
隨
二テ
主
人
ノ
後
一ニ
出
ル
也
。
主
人
大
衆
、

普
同
問
訊
、ノ
退
散
ス
矣
。〉

　

布
薩
式
畢　

自
歸
依
僧
〈
衆
和
〉　

當
願
衆
生　

統
理
大
衆　

一
切
無
礙

⑳　

普
回
向
〈
唱
白
、
一
下
、ノ
独
リ
唱
フ
〉

上
来
説
戒
功
徳
、
散
霑
法
界
和
南
聖
衆
。

〈
戒
師
大
衆
、
同
ク

三
拜
。
収
二テ

坐
具
一ヲ

胡
跪
ス
。

唱
白
一
下
、ノ
挙
二ス
四
快
ノ
偈
ヲ
。
大
衆
自
二リ
聞
法
和
レス

之
ヲ
〉 

 

21　

四
快
偈

諸

○

佛
出
世
第
一
快　

聞
法
奉
行
安
穏
快

大
衆
和
合
寂
滅
快　

衆
生
離
苦
得
脱
快

〈
偈
了
テ

一
下
、ノ
、
覆
レテ

袱
ヲ
、
歸
二リ

本
位
ニ
、
打
二シ

手
磬
一ヲ
、
引
レテ

衆
ヲ

出
堂
ス
。
唱
白
先
ツ

從
二リ

前
門
ノ

西
頬
一
出
ツ
。
次
ニ
焼
香
手
巾
ノ
諸
位
、
次
第
ニ
隨
レテ

後
ニ

而
出
ツ
。
歸
二ル
一ー

堂
前
ノ

位
一ニ
、
如
レ

始
メ
。
戒

師
ハ

末
ニ

出
ツ
、
二
侍
捧
二テ

拂
子
香
合
一ヲ

隨
レフ

後
ニ
。

普
同
問
訊
、ノ
而
散
ス
。〉

　

維
那　

焼
香　

浄
水　

散
華　

小
者

　

            

戒
師
請
待
之
圖

　

唄
師　

唄
師　

香
湯　

手
巾　

手
巾



曹洞宗『布薩講式』の変遷―貞享本の紹介を中心として―

― 159 ―

〔
奧
書
〕

貞
享
丙
寅
之
冬
、
梅
岑
首
座
、
寄
紙
而
乞
謄
於

四
座
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